
「
民
俗
の
地
域
差
と
地
域
性
」
研
究
に
関
連
す
る
文
献
目
録

小

　
島
　
美
　
子
編
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例

言

一　

こ
の
文
献
目
録
は
「
民
俗
の
地
域
差
と
地
域
性
」
に
関
連
す
る
研
究
文
献
を
、
日
本
民
俗
学
を
中
心
と
し
て
、
歴
史
学
・
社
会
学
・
人
類
学
・
地
理
学
な

　
ど
隣
接
科
学
の
文
献
も
必
要
に
応
じ
て
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
　
収
録

し
た
文
献
の
範
囲
は
一
九
九
〇
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
戦
後
の
文
献
を
中
心
と
し
た
が
、
可
能
な
限
り
戦
前
の
文
献
を
も
収
録
し
た
。

三
　
文
献
は
θ
総
論
、
⇔
東
日
本
・
西
日
本
論
、
⇔
村
落
類
型
論
、
⑲
社
会
組
織
、
岡
生
産
・
生
業
、
因
物
質
文
化
、
θ
信
仰
と
儀
礼
、
㈹
言
語
・
文
芸
、

　
㈹
そ
の
他
、
に
区
分
し
た
が
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
場
合
な
ど
は
便
宜
的
に
分
類
を
行
っ
た
。
各
論
文
は
執
筆
者
の
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。

四
　
記
載
の
形
式
は
雑
誌
論
文
は
、
筆
者
名
・
発
表
年
・
「
論
文
題
目
」
『
雑
誌
名
』
号
、
ペ
ー
ジ
の
順
と
し
、
著
書
は
著
者
名
・
発
行
年
・
『
書
名
』
、
発
行
所

　
の

順
と
し
た
。

354



「民俗の地域差と地域性」研究に関連する文献目録

一　
総

論

網
野
善
彦
　
一
九
八
六
　
「
中
世
都
市
と
『
場
』
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
『
歴
史
手
帳
』
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
一
一
、
四
～
九

安
藤
慶
一
郎
・
中
田
実
・
牧
野
由
朗
　
一
九
七
九
　
『
地
域
の
社
会
学
－
東
海
地
方
の
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
的
研
究1
』
税
務
経
理
協
会

伊
原
　
　
護
　
一
九
八
六
　
「
移
住
農
村
社
会
と
道
南
漁
村
社
会
の
年
中
行
事
」
『
歴
史
手
帖
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
ー
八
、
四
〇
～
四
七

石
井

　
素
介
　
一
九
八
八
　
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
『
地
域
』
概
念
の
社
会
的
基
礎
ー
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
義
・
地
域
意
識
研
究
へ
の
道
ー
」
『
駿
台
史
學
』
七
二
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
～
八
一

市
川
健
夫
・
山
本
正
三
・
斎
藤
　
功
編
　
一
九
八
四
　
『
日
本
の
ブ
ナ
帯
文
化
』
朝
倉
書
店

市
川
健
夫
・
斎
藤
　
功
　
一
九
八
四
　
『
再
考
・
日
本
の
森
林
文
化
』
日
本
放
送
出
版
協
会

市
川

健
夫
　
一
九
八
九
　
「
青
潮
文
化
考
ー
南
と
北
か
ら
の
文
化
複
合
」
『
地
理
』
三
四
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
一
七
～
二
五

石
川

純
一
郎
一
九
八
三
「
風
土
と
民
俗
－
中
部
日
本
の
山
林
に
お
け
る
生
活
様
式
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
と
そ
の
特
性
ー
」
『
人
類
科
学
』
三
五
、
一
五
七
～
一
七
九

石
塚
　
尊
俊
　
一
九
五
四
　
「
山
陰
に
お
け
る
民
間
伝
承
の
地
方
的
領
域
」
『
山
陰
民
俗
』
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
～
二
一
二

　
　
　
　
　
　
一
九
六
一
　
「
民
間
伝
承
の
地
方
差
と
そ
の
基
盤
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
一
六

石
原
　
昌
家
　
一
九
八
九
　
「
沖
縄
の
伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展
の
実
態
」
『
歴
史
評
論
』
四
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
二
九
～
四
四

井
之
P
章
次
　
　
一
九
六
九
　
「
周
口
圏
論
調
以
外
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
…
』
六
〇
、
　
二
五
～
二
七

岩
本

　
光
雄
　
一
九
六
三
　
「
生
体
人
類
学
か
ら
み
た
日
本
の
地
域
性
」
『
人
類
科
学
』
一
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
二
～
一
〇
四

上

山
春
平
編
　
一
九
七
一
　
『
照
葉
樹
林
文
化
ー
日
本
文
化
の
深
層
1
』
中
央
公
論
社

上
山

春
平
・
佐
々
木
高
明
・
中
尾
佐
助
　
一
九
七
五
　
『
続
・
照
葉
樹
林
文
化
』
中
央
公
論
社

浮
田

　
典
良
　
一
九
八
九
　
『
日
本
の
農
山
漁
村
と
そ
の
変
容
』
大
明
堂

大
藤
　
時
彦
　
一
九
五
一
　
「
民
俗
の
主
体
性
」
『
民
間
伝
承
』
一
五
ー
一
、
二
～
七

大
貫
　
　
俊
　
一
九
六
七
　
「
地
域
性
と
階
層
性
」
『
人
類
科
学
』
一
九
、
五
八
～
七
二

大
野
晋
・
祖
父
江
孝
男
編
　
一
九
七
八
　
『
日
本
人
の
原
点
～
文
化
・
社
会
・
地
域
差
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
現
代
の
エ
ス
プ
リ
・
臨
時
増
刊
号
）
至
文
堂

大
林

　
太
良
　
一
九
八
四
　
「
日
本
文
化
の
地
域
性
を
め
ぐ
っ
て
ー
文
化
領
域
設
定
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
予
備
的
考
察
1
」
『
列
島
の
文
化
史
』
一
、
一
八
六
～
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

大
本
　
憲
夫
　
一
九
九
〇
　
「
富
士
見
市
域
に
お
け
る
民
俗
の
変
差
と
変
化
」
『
富
士
見
市
史
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
』
三
、
三
〇
～
四
五

岡
　
正
雄
・
蒲
生
正
男
・
村
武
精
一
・
坪
井
洋
文
　
一
九
六
二
　
「
東
日
本
海
岸
部
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
複
合
」
『
日
本
人
類
学
会
・
日
本
民
族
学
協
会
連
合
大
会
第

岡
橋
　
秀
典
　
一
九
八
九

小
川
　
　
徹
　
一
九
六
六

一
九
六
九

大
給
　
近
達
　
一
九
五
七

小
野
　
重
朗
　
一
九
六
三

一
九
六
五

一
九
六
九

一
九
七
〇

一
六
回
紀
事
』
七
七
～
八
四

「
現
代
日
本
に
お
け
る
山
村
研
究
の
課
題
と
展
望
」
『
人
文
地
理
』

四
一
ー
二
、
四
四
～
七
一

「
わ
が

国
社
会
・
文
化
現
象
の
地
理
的
研
究
に
つ
い
て
ー
方
法

論
的
反
省
1
」
『
人
文
地
理
』
一
八
ー
二
、
一
～
一
九

「
周
圏
論
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
六
〇
、
二

一
～
二
三

「
日
本
文
化
の
地
域
性
と
そ
の
構
造
的
理
解
」
『
民
族
学
研
究
』
二

一
ー
三
、
一
九
九
～
二
〇
六

「
民
家
の
構
造
と
周
圏
論
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
二
九
、
一
～

七「民
俗
分
布
の
同
心
圏
構
造
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
三
七
、

二
五
～
二
八

「
実
践
的
周

圏
論
を
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
六
〇
、
二
三
～
二

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

『
海

と
山
と
の
原
郷
ー
南
島
文
化
二
元
論
』
木
耳
社
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加
藤
　
秀
俊
　
一
九
六
七

河
出
書
房
新
社
編
集
部
編

穐
山
　
貞
登
　
一
九
六
四

河
上
　
】
雄
　
一
九
七
八

喜
多
川
忠
一
　
一
九
八
一

北
見

俊
夫

木
下
　
　
忠
　
一
九
七
五

木
村
　
隆
之
　
一
九
八
六

木
村
　
　
礎

九
学
会
連
合

日
本
の
沿
岸
文
化
調
査
委
員
会

九
学
会
連
合
共
同
討
議

一
九
七
〇
　
「
民
俗
地
図
の
構
造
」
『
農
耕
儀
礼
の
研
究
－
南
九
州
に
お
け
る

　
　
　
　

発
生
と
展
開
1
』
弘
文
堂
、
七
～
二
二

一
九
七
四
　
「
河
童
の
系
譜
と
山
の
神
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
三
、
一
～
＝
二

一
九
七
八
　
「
地
域
研
究
」
『
講
座
日
本
の
民
俗
』
一
、
有
精
堂
、
六
二
～
八
〇

一
九
七
九
　
「
コ
ト
と
そ
の
周
圏
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
〇
、
一
～
二
七

一
九
七
九
　
「
民
俗
地
図
に
よ
る
地
域
研
究
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
一
、
三
七

　
　
　
　
～
四
四

一
九
八
四
　
「
ホ
ダ
レ
ヒ
キ
系
年
占
と
周
圏
論
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
五
三
、
一

　
　
　
　

～
一
五

　
　
　
　

『
車
窓
か

ら
見
た
日
本
』
日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
部

　
　
　
　
　
一
九
八
三
　
『
県
別
日
本
人
気
質
』
河
出
書
房
新
社

　
　
　
　

「
県
民
性
に

つ
い

て
」
『
人
類
科
学
』
一
六
、
五
〇
～
六
一

　
　
　
　

「
民
俗
地
図
」
『
講
座
日
本
の
民
俗
』
一
、
有
精
堂
、
二
二
五
～
一

　
　
　
　

四
九

　
　
　
　

「
国
民
性
の
自
覚
的
形
成
⇔
」
『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
人

　
　
　
　

文
・
社
会
科
学
編
』
三
一
、
一
八
七
～
二
一
七

一
九
七
六
　
「
奄
美
民
俗
の
地
位
」
『
人
類
科
学
』
二
八
、
三
九
～
四
九

一
九
七
八
　
「
川
と
民
俗
文
化
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
六
、
一
～
二
三

　
　
　
　

『

日
本
海
上
交
通
史
の
研
究
－
民
俗
文
化
史
的
考
察
1
』
鳴

　
　
　
　

風
社

　
　
　
　

「
民
俗
地
図
を

め
ぐ
っ
て
」
『
民
俗
学
評
論
』
一
三
、
三
～
一
一

　
　
　
　

「
過
疎
化

と
地
域
労
働
市
場
の
構
造
－
島
根
県
匹
見
町
の
事

　
　
　
　

例1
」
『
山
陰
地
域
研
究
』
（
農
山
村
）
島
根
大
学
山
陰
地
域
研

　
　
　
　

究
総
合
セ
ン
タ
ー
　
二
、
　
一
九
～
ご
二

一
九
七
七
　
「
日
本
歴
史
に
お
け
る
『
地
方
』
と
『
中
央
』
1
地
域
論
に
よ

　
　
　
　
　
せ
て
　
　
」
『
駿
台
史
学
』
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
『
日
本
の
沿
岸
文
化
』
古
今
書
院

　
　
　
　
一
九
九
〇
　
「
地
域
文
化
の
均
質
化
」
『
人
類
科
学
』
四
二

倉
石
　
忠
彦
　
一
九
七
九
　
「
民
俗
分
布
図
と
民
俗
地
図
と
」
『
長
野
県
民
俗
の
会
会
報
』
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

六
～
六
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
　
「
民
俗
学
に
お
け
る
地
域
認
識
と
地
域
差
」
『
國
學
院
雑
誌
』
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
二
一
、
八
九
～
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
　
「
民
俗
分
布
図
と
地
域
区
分
」
『
信
濃
』
四
ニ
ー
九
、
三
一
～
四
三

黒
川
　
正
宏
　
一
九
五
六
　
「
中
世
海
縁
村
落
の
社
会
構
造
」
『
史
学
研
究
』
六
一
、
三
一
～
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

小
林
　
寛
義
　
一
九
八
四
　
「
長
野
県
の
地
域
性
」
『
信
濃
』
三
六
ー
二
、
八
四
～
九
四

小
牧
　
實
繁
　
一
九
三
七
　
「
地
理
学
と
民
俗
学
」
『
近
畿
民
俗
』
二
ー
一
、
＝
一
～
一
七

斎
藤
　
　
毅
　
一
九
八
五
　
「
沿
岸
地
域
の
知
覚
環
境
の
二
元
性
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
『
山
た
て
』
と
『
雨
乞
い
』
の
場
合
1
」
『
人
類
科
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
、
八
一
～
九
九

齋
藤
　
光
格
　
一
九
八
九
　
「
社
会
地
理
学
再
考
－
研
究
の
枠
組
み
お
よ
び
社
会
学
と
心
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
の

応

用
」
『
文
化
學
年
報
』
八
、
三
七
～
七
七

桜
井
徳
太
郎
　
一
九
七
二
　
「
歴
史
民
俗
学
の
構
想
－
郷
土
に
お
け
る
民
俗
像
の
史
的
複
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
上
・
下
『
信
濃
』
二
四
ー
八
・
九
、
一
～
一
七
、
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
三
七

桜

田
勝
徳
・
宮
本
常
一
　
一
九
五
八
　
「
日
本
民
俗
の
地
域
的
性
格
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
凡
社
、
五
七
～
八
〇

佐
々
木
高
明
　
一
九
七
一
　
『
稲
作
以
前
』
日
本
放
送
出
版
協
会

　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
　
『
照
葉
樹
林
文
化
へ
の
道
ー
ブ
ー
タ
ン
・
雲
南
か
ら
日
本
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
』
日
本
放
送
出
版
協
会

佐
藤
　
亮
一
　
一
九
八
六
　
「
沿
岸
と
内
陸
と
の
対
立
分
布
に
つ
い
て
1
遠
州
灘
沿
岸
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
準
備
調
査
の
結
果
を
中
心
に
ー
」
『
人
類
科
学
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八
四
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八
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～
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八
、
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検
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史
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史
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摩
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狭
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～
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『
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〇
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史
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狙
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〇
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八
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古
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〇
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八
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指
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に
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の
地
域
的
考
察
ー
ト
ー
ジ
ン
・
ダ
イ
カ
イ
を
中
心

　
　
　
　

にー
」
『
風
俗
』
二
二
ー
三
、
四
七
～
五
六

東

日
本
・
西
日
本
論

一
九
八
二
　
『
東
と
西
の
語
る
日
本
の
歴
史
』
（
そ
し
え
て
文
庫
七
）
そ
し
え
て

一
九
六
三
　
「
石
塔
の
形
式
か
ら
見
た
関
東
関
西
の
境
」
『
民
間
伝
承
』
二
七
ー

　
　
　
　

二
、
九
〇
～
九
四

　
　
　
　
一
九
六
三
　
「
家
督
相
続
か
ら
見
た
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗
⌒
』
一
二
一
二
三
、
　
一
二
一
～
一
二
六

泉
　
靖
一
・
大
給
近
達
・
杉
山
晃
一
・
友
枝
啓
泰
・
長
島
信
弘
　
一
九
六
三
　
「
日
本
文
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
類
型
」
『
人
類
科
学
』
一
五
、
一
〇
五
～
一
一
一
二

臼
井
竹
次
郎
・
方
波
見
重
兵
衛
・
金
子
　
功
　
一
九
七
二
　
「
東
は
東
・
西
は
西
－
本
籍
地
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ

ロ

ッ

ク
別
な
ら
び
に
東
西
日
本
の
初
婚
夫
妻
の
組
合
せ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

日
本
医
事
新
報
』
五
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
日
本
人
の
原
点
－
文
化
・
社
会
・
地
域
差
』
二
、
一
九
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

至
文
堂
、
　
一
五
五
～
一
六
〇
）

海
野
　
福
寿
　
一
九
九
〇
　
「
静
岡
県
の
産
業
と
文
化
1
そ
の
地
域
性
に
つ
い
て
」
『
静
岡
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
研
究
』
六
、
一
四
九
～
一
六
六

大
川

健
嗣
　
一
九
七
三
　
「
東
日
本
と
西
日
本
に
お
け
る
『
過
疎
』
山
村
の
比
較
研
究
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山

形
県
西
川
町

と
徳
島
県
西
祖
谷
山
村
と
の
比
較
1
」
『
村
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
研
究
』
九

大
野
　
　
晋
　
一
九
六
三
　
「
日
本
の
東
部
と
西
部
の
言
葉
の
違
い
」
『
人
類
科
学
』
一
五
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二
～
二
二
七

大
野
　
晋
・
宮
本
常
一
　
一
九
八
一
　
『
東
日
本
と
西
日
本
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

版
部

大
林
　
太
良
　
一
九
九
〇
　
『
東
と
西
　
海
と
山
－
日
本
の
文
化
領
域
』
小
学
館

上
横
手
雅
敬
　
一
九
六
三
　
「
中
世
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三
三
、
五
三
～
五
九

川
副
博
一
九
三
六
「
東
日
本
と
西
日
本
」
『
歴
史
地
理
』
六
八
四
、
八
九
～
九
二

　
　
　
　
　
　
一
九
三
六
　
「
再
び
東
日
本
と
西
日
本
に
就
い
て
（
北
国
の
地
名
に
関
す
る
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
）
」
『
歴
史
地
理
』
六
八
ー
五
、
八
三
～
八
四

金

田
一
春
彦
　
一
九
五
四
　
「
東
西
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
で
き
る
ま
で
」
『
文
学
』
二
二
ー
八
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
～
八
四

　
　
　
　
　
　
一
九
六
三
　
「
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布
と
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
八
四
～
九
〇

児
玉
作
左
衛
門
　
一
九
六
三
　
「
ア
イ
ヌ
と
東
日
本
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三
三
、
一
四
〇
～
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六

359
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佐
藤
　
昭
夫
　
一
九
六
三

沢

寿
次

一
九
七
二

新
城
　
常
三
　
一
九
六
六

高
橋
　
富
雄
　
一
九
七
二

竹
田
　
　
旦
　
一
九
五
四

都
出
比
呂
志
　
一
九
八
六

徳
川

　
宗
賢
　
一
九
八
一

長
島
　
信
弘
　
一
九
六
四

中
野
　
尊
正
　
一
九
六
三

林
屋
辰
三
郎
　
一
九
七
四

福

田
ア
ジ
オ
　
一
九
八
四

福
武
　
　
直
　
一
九
四
九

藤
井

　
正
雄
　
一
九
六
三

藤
島
亥
治
郎
　
一
九
六
三

宮
本
　
常
一
　
一
九
六
三

「
彫
刻
か

ら
見
た
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三
三
、
一

二
七
～
一
三
二

「
東

日
本
と
西
日
本
」
梅
樟
忠
夫
・
多
田
道
太
郎
編
『
日
本
文
化

の
構
造－
論
集
・
日
本
文
化
1
』
講
談
社
、
一
七
三
～
一
七

九「中
世
前
期
に
於
け
る
西
国
・
東
国
間
の
文
化
交
流
と
そ
の
前
提
」

『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
一
、
四
一
～
六
四

『
日
本
史
の
東
と
西
』
創
元
社

「
末
子
相
続
考
」
『
日
本
民
俗
学
』
三
、
四
一
～
六
五

「
弥
生
時
代
住

居
の
東
と
西
」
『
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究
論
集

（
共
同
研
究
論
集
）
』
（
大
阪
大
学
文
学
部
）
三
、
九
五
～
一
二
四

『
言
葉
・
西
と
東
』
（
日
本
語
の
世
界
八
）
　
中
央
公
論
社

「
日
本
文
化
の
地
域
的
差
異
⇔
1
村
落
社
会
に
関
す
る
統
計
的

研
究1
」
『
人
類
科
学
』
一
六
、
八
七
～
一
〇
三

「
人
文
地
理
学
か

ら
見
た
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三

三
、
一
〇
二
～
一
〇
九

『
日
本
文
化
の
東
と
西
』
講
談
社

「
民
俗
の

母
体

と
し
て
の
ム
ラ
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
八
　
小

学
館
、
三
一
～
八
〇

『

日
本
農
村
の
社
会
的
性
格
』
東
京
大
学
出
版
会

「
宗
教
の

分
布
か
ら
見
た
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三

三
、
　
一
一
〇
～
二
一
〇

「
建
築
か
ら
見
た
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三
三
、
一

三
三
～
＝
二
九

「
民
俗
か

ら
見
た
日
本
の
東
と
西
」
『
解
稗
と
鑑
賞
』
三
三
三
、
九

一
～
一
〇
一

（『
宮
本
常
一
著
作
集
』
三
　
一
九
六
七
　
未
来
社
、
八
一
～
一
〇

三
）

宮
本
　
又
次
　
一
九
八
二

望
月
　
勝
海
　
一
九
五
〇

脇
田
　
　
修
　
一
九
六
三

渡
辺
　
良
雄
　
一
九
六
四

『
関
西
と
関
東
』
青
蛙
房

茜
南
日
本
゜
東
北
日
歪
つ
い
三
『
地
理
学
評
論
』
二
二
⊥
皿

一
、

　
二
五
～
二
六

「
近
世

日
本
に
お
け
る
東
と
西
」
『
解
澤
と
鑑
賞
』
三
三
三
、
六
〇

～
六
五

「
機
能
地
域
か
ら
み
た
日
本
の
東
と
西
」
『
人
類
科
学
』
一
六
、
一

〇
三
～
一
＝
二

三
　
村
落
類
型
論

藍
沢
　
　
弘
　
一
九
八
四

青
沼
　
吉
松
　
一
九
五
四

赤
嶺
　
政
信
　
一
九
八
三

石
井
英

也
・
加
賀
美
雅
弘
ほ
か
三
名

泉
　
靖
一
・
蒲
生
正
男

磯
田
　
　
進

磯

田
　
進
編

上
原
　
秀
明

　
　
　
　
「
都
道
府
県
に
お
け
る
農
村
地
域
の
動
態
類
型
に
関
す
る
研
究
」

　
　
　
　
『
変
貌
す
る
農
村
－
生
活
・
文
化
と
農
業
経
営
ー
』
（
現
代
の

　
　
　
　

エ
ス

プ

リ
）
二
〇
三
、
一
七
四
～
一
八
五

　
　
　

　
「
漁
村
社
会
の
構
造
l
K
町
の
鯛
揚
操
網
漁
業
に
つ
い
て
ー
」

　
　
　
　
『
社
会
学
評
論
』
四
ー
一
・
二
、
四
六
～
七
三

　
　
　
　
「
沖
縄
久
高
島
の
『
門
中
制
』
ー
久
高
志
摩
村
落
祭
祀
組
織
理

　
　
　
　
解
の
た
め
の
予
備
的
考
察
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
会
）

　
　
　
　

四

七
ー
四
、
三
三
六
～
三
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
六
　
「
鹿
島
砂
丘
地
帯
に
お
け
る
地
域
進
化
の

　
　
　
　

一
類
型－
波
崎
町
若
松
地
区
・
須
田
の
場
合
1
」
『
地
域
調

　
　
　
　

査
報
告
』
（
筑
波
大
学
地
球
科
学
系
人
文
地
理
学
研
究
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
　

八
、
二
三
～
四
三

　
　
　
　
一
九
五
二
　
「
日
本
社
会
の
地
域
性
」
『
日
本
地
理
新
大
系
』
河
出
書

　
　
　
　

房
、
三
七
～
七
六

一
九

五
一
　
「
村
落
構
造
の
二
つ
の
型
」
『
法
社
会
学
』
一
、
五
〇
～
六
四

一
九
五
五
　
『
村
落
構
造
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
二
　
「
農
村
社
会
の
空
間
構
造
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
一
考
察
」
『
人
文

　
　
　
　

地

理
』
三
四
ー
六
、
二
三
～
四
九



「民俗の地域差と地域性」研究に関連する文献目録

江
守
　
五
夫
　
一
九
六
六
　
「
社
会
構
造
－
村
落
の
社
会
組
織
に
関
す
る
研
究
の
回
顧
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
民
族
学
の
回
顧
と
展
望
』
民
族
学
振
興
会

　
　
　
　
　
　
一
九
六
六
　
「
同
族
共
同
体
の
構
造
分
析
」
『
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
』
四

　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
　
『
日
本
村
落
社
会
の
構
造
』
弘
文
堂

岡
崎
秀
典
　
一
九
八
六
　
「
わ
が
国
に
お
け
る
山
村
問
題
の
現
状
と
そ
の
地
域
的
性
格
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
量
的
手
法
に
よ
る
考
察
」
『
人
文
地
理
』
人
文
地
理
学
会
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ー
五
、
七
五
～
九
三

ハ
川
　
　
徹
　
一
九
五
八
　
「
村
の
諸
類
型
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
三
　
平
凡
社
、
七
七
～
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

小
沢
　
真
秀
　
一
九
八
六
　
「
開
拓
村
落
と
地
域
集
団
」
『
歴
史
手
帳
』
一
四
ー
九
、
四
一
～
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

蒲
生
　
正
男
　
一
九
六
〇
　
『
日
本
人
の
生
活
構
造
序
説
』
誠
信
書
房

　
　
　
　
　
　
一
九
六
六
　
「
戦
後
日
本
社
会
の
構
造
的
変
化
の
試
論
」
『
政
経
論
叢
』
三
四
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
　
一
～
二
六

　
　
　
　
　

　
一
九
七
九
「
日
本
の
イ
エ
と
ム
ラ
」
『
東
ア
ジ
7
ー
日
本
・
中
国
・
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
』
（
世
界
の
民
族
二
二
）
平
凡
社
、
二
二
～
四
三

　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
　
「
日
本
の
伝
統
的
社
会
構
造
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
」
『
政
経
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叢
』
五
〇
ー
五
・
六
、
　
一
一
～
二
八

川
島
　
武
宜
　
一
九
五
七
　
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
家
族
制
度
』
岩
波
書
店

河
村
　
望
・
蓮
見
音
彦
　
一
九
五
八
　
「
近
代
日
本
に
お
け
る
村
落
構
造
の
展
開
過
程
ー
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
構
造
に
関
す
る
『
類
型
』
論
の
再
検
討
ー
」
上
・
下
『
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
』
四
〇
七
・
四
〇
八
、
五
五
～
七
一
、
八
七
～
一
〇
三

高
坂
　
綱
二
　
一
九
八
七
　
「
考
古
学
的
方
法
に
よ
る
静
岡
県
の
地
域
区
分
」
『
静
岡
県
史
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
』
（
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
）
三
、
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
五
三

小

内
　
　
透
　
一
九
八
七
　
「
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
地
域
社
会
類
型
変
動
－
全
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
府
県
・
市
町
村
分
析
か
ら
み
た
地
域
的
不
均
等
発
展
の
諸
相

北
島
　
正
元
　
一
九
五
二

斎
藤

　
吉
雄
　
一
九
五
五

佐
藤
　
利
明
　
一
九
八
七

清
水
　
昭
俊
　
一
九
七
〇

住
谷
　
一
彦
　
一
九
六
三

一
九
六
五

関
戸
　
明
子
　
一
九
八
九

千
葉
　
徳
爾
　
一
九
五
八

　
　
　
　
　
　
一
九
六
九

富
田
祥
之
亮
　
一
九
八
八

野
本
　
晃
史
　
一
九
五
九

埴
原
和
郎
・
河
内
ま
き
子

1
」
『
社
会
学
評
論
』
（
日
本
社
会
学
会
）
三
八
ー
一
、
　
一
〇
～

二
五
、
四
六
～
六
九

「
封
建
制
下
の
越
後
の
農
村
」
『
頸
城
文
化
』
一
、
六
～
一
〇

「
漁
村
の

部
落
構
造
分
析
へ
の
一
試
練
ー
宮
城
県
雄
鹿
郡
女
川

町
塚
浜
部
落
の

場
合1
」
『
社
会
学
評
論
』
五
ー
二
、
二
九
～

四

六
「
『
戦
後
分
家
』
の
成
立
過
程
と
漁
業
村
落
－
三
陸
沿
岸
一
漁
村

の
事
例
」
『
社
会
学
評
論
』
三
八
ー
三
、
四
七
～
六
三

「
〈
家

V
の

内
的
構
造
と
村
落
共
同
体
－
出
雲
の
く
家
V
制
度
・

そ

の

一1
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
三
五
ー
三
、

一
七
七
～
一
二
五

「
日
本
農
村
社
会
学
の
『
共
同
体
論
』
分
析
　
　
経
済
学
と
社
会

学
の

接
点
に
つ
い
て
の
覚
え
書
」
『
共
同
体
の
史
的
構
造
論
ー

比
較
経
済
社
会
学
的
試
論
　
　
』
有
斐
閣
、
三
三
五
～
三
八
一

「『
日
本
の
村
』
序
論
」
『
思
想
の
科
学
』
三
九
、
二
～
七

（『
日
本
人
の
原
点
－
文
化
・
社
会
・
地
域
差
』
一
九
七
八
　
至

文
堂
、
五
〇
～
六
三
）

「
山

村
社
会
の
空
間
構
成
と
地
名
か
ら
み
た
土
地
分
類
ー
ー
奈
良

県
西
吉
野
村
宗
川
流
域
を
事
例
に
ー
」
『
人
文
地
理
』
四
一
ー

二
、
二
二
～
四
三

「
山
村
の
問
題
」
『
地
方
史
研
究
』
三
二

「
陸
前
北
部
に
お
け

る
民
俗
の
地
域
性
」
和
歌
森
太
郎
編
『
陸
前

北
部
の

民
俗
』
吉
川
弘
文
館
　
二
七
～
三
五

「
農

家
の
世
帯
規
模
の
地
域
差
と
そ
の
特
質
－
農
山
漁
村
地
域

の

地
域
性
・
古
く
て
新
し
い
課
題
」
『
農
村
生
活
総
合
研
究
』
農

村
生
活
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
　
六
、
六
一
～
八
一

「
温
泉
集
落
の
立
地
と
発
展
」
『
史
学
研
究
』
（
広
島
史
学
研
究
会
）

一
九
八
六
　
「
山
・
漁
村
の
体
形
の
比
較
」
『
人
類
科
学
』
九
学
会

361
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福
武
　
　
直

宮
良
　
高
弘

一
九
四
九

一
九
五
九

一
九
八
九

松
本
　
雅
明
　
一
九
六
三

柳

田
　
国
男
　
一
九
二
二

山
下
　
　
博
　
一
九
八
四

四

角
恒
世
　
一
九
七
七

渡
邊
　
澄
夫
　
一
九
五
三

連
合

　
三
八
、
　
一
〇
五
～
一
二
二

『
日
本
農
村
の
社
会
的
性
格
』
東
大
出
版
会

『
日
本
村
落
の
社
会
構
造
』
東
大
出
版
会

「
北
海
道
の
文
化
複
合
ー
も
う
一
つ
の
日
本
文
化
論
」
『
地
理
』

三
四
ー
九
、
六
八
～
七
五

「
近
世
村
落
の

成
立

と
展
開
－
熊
本
県
下
益
城
郡
城
南
町
に
っ

い
てー
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
二
七
ー
二
、

＝
二
～
二
九

『
郷
土
誌
論
』
郷
土
研
究
社
（
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
二
五
、
一
九

六
四
、
　
牌
塾
摩
童
旦
房
）

「
薩
摩
藩
近
世
村
落
の
一
考
察
　
門
割
か
ら
み
た
村
落
構
造
ー

今
釜
中
の
事
例
ー
」
『
隼
人
文
化
』
一
四
、
一
五
～
二
八

「
婚
姻
儀
礼
と
村
落
構
造
－
南
会
津
伊
南
村
青
柳
と
桧
枝
岐
の

比
較1
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
一
、
三
五
～
四
四

「
大
和
平

野
に
お
け
る
環
濠
聚
落
の
形
成
と
郷
村
制
と
の
関
係

ー
大
乗
院
領
大
和
国
若
槻
庄
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
史
学
研

究
』
五
〇
、
一
一
七
～
＝
二
四

四
　
社
会
組
織

合
田
　
栄
作
　
一
九
五
七

青
木
　
　
治
　
一
九
五
二

荒
居
　
英
次
　
一
九
六
〇

安
藤
慶
一
郎
　
一
九
六
二

飯
島
　
　
茂
　
一
九
八
七

「
四
国
地
方
の
縁
組
移
動
者
構
成
の
地
域
類
型
」
『
地
理
学
評
論
』

三
〇
ー
四
、
二
九
〇
～
三
〇
一

「
農
山
村
社
会
に
お
け
る
通
婚
圏
と
文
化
の
浸
透
度
」
『
信
濃
』
四

ー
一
、
六
五
～
七
三

「
郷
村
制

と
漁
村
」
『
歴
史
地
理
』
八
九
－
四
、
四
三
～
五
三

「
東
美
濃
・
奥
三
河
地
方
の
同
族
祭
祀
」
『
信
濃
』
一
四
－
二
、
五

四

～
五
九

「
日
本
列
島
の
文
化
に
お
け
る
沿
岸
性
ー
養
取
へ
の
接
近
を
通

石
原
　
　
潤

磯
崎
　
　
優

磯

田
　
　
進

　
　
　
　

し
て
ー
」
『
人
類
科
学
』
九
学
会
連
合
　
三
九
、
一
五
～
二
三

一
九
八
六
　
「
日
本
列
島
沿
岸
文
化
に
見
る
非
系
原
理
と
単
系
原
理
ー
南
西
　
　
皿

　
　
　
　

諸
島
に
お
け
る
養
取
形
態
へ
の
接
近
を
通
し
て
ー
」
『
人
類
科

　
　
　
　

学
』
（
九
学
会
連
合
）
三
八
、
一
二
三
～
一
三
三

一
九
六
四
　
「
ム
ラ
の
中
の
小
地
域
集
団
に
つ
い
て
」
『
人
文
地
理
』
一
六
ー
二
、

　
　
　
　
　
一
〇
二
～
一
一
〇

一
九
三
八
　
「
農
村
の
地
域
区
分
」
『
地
理
学
評
論
』
一
四
ー
六
、
九
五
～
九
七

一
九
五
四

～
五
「
農
村
に
お
け
る
擬
制
的
親
子
関
係
に
つ
い
て
ー
特
に
村

　
　
　
　

落
構
造

と
の
関
係
に
お
い
て
ー
」
一
・
二
・
三
　
『
社
会
科
学

　
　
　
　

研
究
』
五
ー
三
・
四
、
六
ー
一
、
三
六
～
五
九
、
三
三
～
五
一
、

板
沢
　
武
雄
　
一
九
五
七

石
川
　
　
渡
　
一
九
四
一

伊
藤
　
幹
治
　
一
九
六
二

伊
東
多
三
郎
　
一
九
四
二

上
野
　
和
男
　
一
九
七
四

一
九
七
五

一
九
八
二

一
九
八
四

一
九
八
四

七
三
～
九
三

「
南
部
藩
に
於
け
る
沿
岸
富
豪
の
一
形
態
ー
吉
里
々
々
前
川
家

の

場
合1
」
『
歴
史
地
理
』
八
七
ー
一
・
二
、
二
三
～
五
三

「
越
中
平
野
に
於
け
る
地
形
区
分
と
村
落
景
観
」
『
地
理
学
評
論
』

一
七
ー
二
、
一
～
一
九

「
八
重
山
群
島
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹
を
中
心
と
し
た
親
族
関
係
」

『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
二
七
ー
一
、
七
～
＝
一

「
隠
居
習
俗
小
論
」
『
歴
史
地
理
』
七
九
ー
二
、
一
～
二
〇

「
擬
制
的
親
子
関
係
と
村
落
構
造
」
『
講
座
家
族
』
六
　
弘
文
堂
、

三
四

三
～
三
五
七

「
日
本
村
落
社
会
に
お
け
る
親
分
子
分
関
係
の
構
造
」
『
政
経
論

叢
』
四
三
ー
六
、
六
五
～
一
〇
二

「
日
本
の
祖
名
継
承
法
と
家
族
－
祖
先
祭
祀
と
家
族
類
型
に
つ

い
て

の

一
試
論ー
」
『
政
経
論
叢
』
五
〇
ー
五
・
六
、
ご
四
九

～
三
一
＝

「
日
本
の
位
牌
祭
祀
に
つ
い
て
ー
『
位
牌
分
け
』
を
中
心
と
し

て

　
　
」
『
長
野
県
民
俗
の
会
会
報
』
七
、
一
～
一
六

「
家
族
の
構
造
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
八
　
小
学
館
、
四
〇
九
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牛
島
　
　
厳

梅
崎
　
秀
治

江
頭
恒
治
・
小
沢
真
理
子

江
守
　
五
夫

老
泉
　
俊
樹

大
越
　
勝
秋

小
野

重
朗

　
　
　
　

～
四
五
四

一
九
八
四

　
「
大
家
族
・
小
家
族
・
直
系
家
族
－
日
本
の
家
族
研
究
の
三
つ

　
　
　
　
　
の
系
譜
　
　
」
『
社
会
人
類
学
年
報
』
一
〇
、
二
九
～
五
〇

一
九
八
五
　
「
日
本
の
位
牌
祭
祀
と
家
族
－
祖
先
祭
祀
と
家
族
類
型
に
つ
い

　
　
　
　

て

の

一
考
察1
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
六
、

　
　
　
　
　
一
七
三
～
二
四
九

一
九
六
六

「
〈

イ
ハ
イ
〉
祭
祀
と
日
本
の
家
族
・
親
族
ー
伊
豆
諸
島
・
利

　
　
　
　

島
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）

　
　
　
　

三
一
ー
三
、
一
六
九
～
一
七
八

一
九
五
五
　
「
大
和
に
於
け
る
分
村
の
集
落
地
理
学
的
研
究
」
『
人
文
地
理
』
七

　
　
　
　

ー
三
、
三
一
～
四
二

　
　
　
　
　
一
九
六
〇
　
「
宗
門
帳
か
ら
見
た
近
江
の
通
婚
圏
」
『
社
会
と
伝

　
　
　
　

承
』
四
ー
一
、
　
一
～
一
七

一
九
七
五
　
「
村
落
類
型
論
か
ら
み
た
農
村
家
族
の
構
造
」
『
社
会
科
学
研
究
』

　
　
　
　

二
六
－
三
・
四
、
七
〇
～
九
九

一
九
七
五
～
六
　
「
年
齢
階
梯
制
村
落
の
社
会
構
造
」
『
法
律
論
叢
』
四
八
－

　
　
　
　

二
・

三

一
九
八
六
　
「
村
落
組
織
の
構
造
と
機
能
ー
鹿
児
島
県
加
治
木
町
木
田
の
研

　
　
　
　

究1
」
『
日
本
民
俗
学
』
（
日
本
民
俗
学
会
）
　
一
六
一
二
、
　
六
八
～

　
　
　
　

七
八

一
九
五
六
　
「
和
泉
に
お
け
る
宮
座
の
分
布
と
形
態
」
『
日
本
民
俗
学
』
三
ー
三
、

　
　
　
　

八
七
～
九
五

一
九
六
二
　
「
和
泉
の
宮
郷
の
分
布
と
成
立
」
『
人
文
地
理
』
一
四
ー
六
、
二
〇

　
　
　
　

～
三
六

一
九
六
九
　
「
和
泉
地
方
に
お
け
る
田
郷
に
つ
い
て
」
『
地
方
史
研
究
』
九
七
、

　
　
　
　

六
七
～
六
九

一
九
七
八
　
「
薩
摩
の
山
村
に
み
る
養
子
慣
行
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
四
、
二

　
　
　
　

二
～
三
六

大
橋
　
松
行

岡
村
　
　
益
　
一
九
六
七

小

川
　
　
徹
　
一
九
六
二

大
胡
　
欽
一
　
一
九
六
二

柿
本
典
昭
・
須
古
勇
輔

片
山
　
一
道
　
一
九
八
三

神
前
　
進
一
　
一
九
八
二

蒲
生
　
正
男
　
一
九
五
三

一
九
八
二
　
「
農
村
社
会
の
政
治
風
土
θ
1
滋
賀
県
湖
北
地
域
の
地
元
意
識

　
　
　
　

と
政
治
的
保
守
1
」
『
佛
大
社
会
学
』
七
、
一
～
二
〇

一
九
八
四
　
「
農
村
社
会
の
政
治
風
土
⇔
ー
自
治
会
・
町
内
会
の
機
能
的
多

　
　
　
　

元
性

と
政
治
保
守
性
を
中
心
に
ω
ー
」
『
佛
大
社
会
学
』
九
、

　
　
　
　
　
一
～
二
一
二

一
九
八
五
　
「
農
村
社
会
の
政
治
風
土
⇔
ー
戦
後
農
政
と
農
村
・
農
民
を
中

　
　
　
　

心
にー
」
『
佛
大
社
会
学
』
一
〇
、
一
〇
～
二
四

　
　
　
　

「
阿
武
隈
山
地
の
隠
居
慣
行
1
そ
の
実
態
と
機
能
ー
」
『
社
会

　
　
　
　

学
評
論
』
一
八
－
二
、
七
八
～
一
〇
一

　
　
　
　

「
南
西
諸
島
に
お
け
る
親
族
呼
称
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族

　
　
　
　

学
協
会
）
二
七
ー
一
、
五
四
～
六
一

一
九
六
五
　
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
親
族
集
団
呼
称
の
若
干
に
関
す
る
年
代
論

　
　
　
　

的
知
見－
社
会
地
理
学
的
方
法
に
よ
る
一
つ
の
試
み
ー
」

　
　
　
　

『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
三
〇
ー
一
、
　
一
～
一
四

　
　
　
　

「
北
部
沖
縄
の

社
会
組
織－
伊
平
屋
島
田
名
の
社
会
人
類
学
的

　
　
　
　

研
究1
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
二
七
－
一
、

　
　
　
　

三
七
～
四
七

　
　
　
　
一
九
六
七
　
「
富
山
湾
岸
の
漁
村
の
地
理
学
的
一
考
察
－
主
と
し

　
　
　
　

て

東
西

二
つ
の
漁
村
の
対
比
か
ら
見
た
場
合
ー
」
『
人
文
地
理
』

　
　
　
　
　
一
九
ー
四
、
二
八
～
五
八

　
　
　
　

「
内
婚
率
を
指
標
と
し
た
日
本
の
農
漁
村
地
域
で
の
集
団
構
造
の

　
　
　
　

比
較
」
『
人
類
科
学
』
三
五
、
一
～
二
七

　
　
　
　

「
近
世
越
中
に
お
け
る
無
家
村
の
地
域
論
的
考
察
」
『
人
文
地
理
』

　
　
　
　

三
四
－
二
、
二
七
～
四
七

　
　
　
　

「
同
族
組
織
と
年
齢
階
級
組
織
」
『
日
本
人
類
学
会
・
日
本
民
族
学

　
　
　
　

協
会
連
合
大
会
第
八
回
紀
事
』
、
六
四

一
九

五
五
　
「
日
本
に
於
け
る
婚
姻
と
家
族
の
類
型
」
『
日
本
人
類
学
会
・
日
本

　
　
　
　

民
族
学
協
会
連
合
大
会
第
九
回
紀
事
』
七
九
～
八
一
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一
九
五
八
　
「
親
族
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
三
　
平
凡
社
、
二
三
三
～
二
八
八

　
　
　
　
　
　
一
九
六
二
　
「
日
本
人
の
婚
姻
と
親
族
体
系
」
『
文
科
系
学
会
連
合
研
究
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
』
＝
一
、
七
三
～
七
六

　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
　
「
産
屋
・
他
屋
の
文
化
と
そ
の
主
体
的
条
件
」
『
石
田
英
一
郎
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

還
暦
記
念
論
文
集
」
角
川
書
店
、
四
五
～
五
六

　
　
　
　
　
　
一
九
六
六
　
「
戦
後
日
本
社
会
の
構
造
的
変
化
の
試
論
」
『
政
経
論
叢
』
三
四
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
　
一
～
二
六

　
　
　
　
　
　
一
九
六
八
　
「
日
本
の
婚
姻
体
系
」
祖
父
江
孝
男
編
『
文
化
人
類
学
リ
ー
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
グ
ス
』
誠
信
書
房
、
九
七
～
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
｝
九
六
八
　
「
《
日
本
の
親
族
組
織
》
覚
書
ー
エ
。
。
8
巨
o
q
昌
ξ
と
同
族
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連

し
て
ー
」
『
社
』
ニ
ー
四
、
八
〇
～
八
五

　
　
　
　
　
　
一
九
七
〇
　
「
日
本
の
伝
統
的
家
族
の
一
考
察
」
『
岡
正
雄
教
授
古
稀
記
念
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
・
民
族
学
か
ら
み
た
日
本
』
河
出
書
房
新
社
、
四
九
～
七
六

　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
　
「
解
説
・
人
間
と
親
族
」
『
人
間
と
親
族
』
（
現
代
の
エ
ス
プ
リ
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
）
、
　
五
～
二
六

　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
　
「
〈
家
〉
の
再
検
討
を
目
ざ
し
て
」
『
九
州
人
類
学
会
報
』
三
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
四

　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
　
「
奈
良
県
東
北
部
に
お
け
る
神
社
祭
祀
と
村
落
構
造
」
坪
井
洋
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
『
祭
祀
的
世
界
と
村
落
－
儀
礼
・
司
祭
者
・
共
同
体
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
～
五
五

　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
　
「
奄
美
の
親
族
組
織
と
社
会
構
造
」
『
奄
美
の
神
と
村
』
（
現
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ス
プ
リ
）
一
九
四
、
三
六
～
四
九

蒲
生
正
男
・
村
武
精
一
・
坪
井
洋
文
　
一
九
六
三
　
「
青
ケ
島
の
社
会
と
民
俗
」
『
岡
正
雄
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
暦
記
念
論
文
集
・
民
族
学
ノ
ー
ト
』
、
一
三
～
六
二

蒲
生
正
男
・
坪
井
洋
文
・
村
武
精
一
編
　
一
九
七
五
　
『
伊
豆
諸
島
－
世
代
・
祭
祀
・
村
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
』
未
来
社

河

島
一
仁
一
九
八
三
「
出
稼
職
人
の
集
団
構
造
と
そ
の
地
域
的
展
開
」
『
人
文
地
理
』
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ー
六
、
　
一
九
～
三
六

河

田
　
光
夫

喜
多
野
清
一

小
松

秀
雄

近
藤
　
　
忠

清佐水藤
守

浩
昭

清
水
　
昭
俊

関
　
　
敬
吾

白
石
　
太
良
　
一
九
七
六

関
口
武
・
森
藤
勝
元

一
九
八
六
　
「
古
代
中
世
の
猟
漁
民
」
『
京
都
部
落
史
研
究
所
紀
要
』
六
、
二
～

　
　
　
　

四

二

一
九
五
〇
　
「
封
馬
村
落
の
研
究
θ
　
　
封
馬
西
岸
旧
神
社
領
村
落
の
社
会
構

　
　
　
　

造1
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
、
四
三
～
六
四

一
九
五
七
　
「
対
馬
村
落
の
研
究
⇔
ー
ソ
シ
考
1
」
『
九
州
文
化
史
研
究

　
　
　
　

所
紀
要
』
六
、
七
一
～
九
一

一
九
八
九

「
苗
制

と
頭
組
制
の
共
存
－
香
川
県
三
豊
郡
仁
尾
町
の
祭
礼

　
　
　
　
ー
」
『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
一
部
』
七
六
、
一
～

　
　
　
　
　
二
七

一
九
五
七
　
「
紀
州
の
近
世
に
お
け
る
地
方
行
政
区
画
の
変
遷
と
村
落
の
分
合
」

　
　
　
　

『
人
文
地
理
』
九
ー
一
、
一
～
一
五

一
九

五
九
　
「
紀
州
に
お
け
る
藩
政
村
の
村
域
の
広
狭
と
集
落
構
成
」
『
人
文
地

　
　
　
　

理
』
　
一
一
ー
一
、
　
一
六
～
二
六

一
九
六
七
　
「
村
落
に
お
け
る
青
年
集
団
の
変
容
－
伊
豆
漁
村
の
事
例
1
」

　
　
　
　

『
社
会
学
評
論
』
一
八
ー
三
、
三
九
～
五
七

一
九
八
四
　
「
農
村
老
人
の
居
住
形
態
ー
宮
城
県
志
波
姫
町
と
鹿
児
島
県
大

　
　
　
　

浦
町
の

比
較
研

究
」
『
変
貌
す
る
農
村
－
生
活
・
文
化
と
農
業

　
　
　
　

経
営
』
（
現
代
の
エ
ス
プ
リ
）
二
〇
三
、
四
四
～
六
〇

一
九
七
二
　
「
〈
家
V
と
親
族
‥
家
成
員
交
替
過
程
－
出
雲
の
く
家
V
制
度
・

　
　
　
　

そ
の
ニ
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
会
）
三
七
－
三
、

　
　
　
　
　
一
八
六
～
二
一
三

一
九
六
二
　
「
琉
球
村
落
の
親
族
組
織
と
神
人
制
度
－
島
尻
郡
兼
城
を
中
心

　
　
　
　

と
し
て
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
二
七
ー
一
、

　
　
　
　
　
一
＝
ハ
～
三
六

　
　
　
　

「
近
世
郷
域
と
明
治
地
方
行
政
領
域
と
の
空
間
的
整
合
関
係
」
『
人

　
　
　
　

文
地
理
』
二
八
－
六
、
三
三
～
五
六

　
　
　
　
一
九
四
三
　
「
村
落
通
婚
圏
に
関
す
る
諸
問
題
そ
の
一
、
村
落
の
機
能

　
　
　
　
　
に
よ
る
通
婚
圏
の
相
違
－
島
根
半
島
中
部
諸
村
落
の
例
1
」
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一
九
四

三

一
九
四

三

関
谷
　
龍
子
　
一
九
八
五

武
井
　
正
臣
　
一
九
七
一

竹
内
　
常
行
　
一
九
六
八

竹
田
　
　
旦
　
一
九
五
六

　
　
　
　
　
　
一
九
七
三

田
中
　
宣
一
　
一
九
七
八

地
方
史
研
究
協
議
会
　
一
九
八
三

富
田
祥
之
亮
　
一
九
八
四

外

山
　
幹
夫
　
一
九
七
九

永
井
　
良
和
　
一
九
八
六

中
込
　
睦
子
　
一
九
八
三

『
地
理
学
評
論
』
一
九
ー
八
、
　
一
～
二
〇

「
山
陰
出
雲
地
方
諸
村
落
に
於
け
る
門
名
の
分
布
」
『
地
理
学
評

論
』
一
九
－
一
〇
、
四
一
～
四
三

「
村
落
通
婚
圏
に
関
す
る
諸
問
題
そ
の
二
　
島
根
半
島
中
部
諸
村

落
の
通
婚
圏
の
時
代
的
変
遷
」
『
地
理
学
評
論
』
一
九
－
一
一
、

四

八
～
六
〇

「
親
族

関
係
の
地
域
的
存
在
形
態
－
非
同
族
型
村
落
の
事
例
」

『
佛
大
社
会
学
』
一
〇
、
三
八
～
五
二

「
西
南

日
本
型
家
族
に
お
け
る
相
続
と
扶
養
」
潮
見
俊
隆
・
渡
辺

洋
三
編
『
法
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
岩
波
書
店
、
二
二
五
～
二

五
三

「
島
畑
景
観
の
分
布
に
つ
い
て
」
『
地
理
学
評
論
』
四
一
－
四
、
二

一
九
～
二
四
〇

「
分
住
隠
居
制
の
問
題
」
『
日
本
民
俗
学
』
三
ー
四
、
一
～
二
三

「
西
南

日
本
に
お
け
る
家
族
慣
行
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
〇
、
一
～

一
八

「
明
治
初
期
に
お
け
る
大
山
講
の
分
布
」
『
成
城
文
藝
』
八
三
、
一

二
五
～
二
二
七

　
　

　
「
流
域
の
地
方
史
－
社
会
と
文
化
1
」
『
地
方
史
研

究
』
一
八
三
、
　
一
～
二

「
焼
普
請
手
伝
い
の
あ
る
む
ら
」
『
変
貌
す
る
農
村
－
生
活
・
文

化

と
農
業
経
営
』
（
現
代
の
エ
ス
プ
リ
）
二
〇
三
、
一
一
九
～
一

三
七
「
西

国
に
お
け
る
惣
領
制
の
特
質
－
大
友
氏
を
中
心
と
し
て

ー
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
四
、
三
〇
一
～
三
三
四

「
都
市
の

『
匿
名
性
』
と
逸
脱
行
動
－
穏
蔽
と
発
見
の
可
能
性

ー
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
三
〇
1
三
、
七
七
～
九
六

「
福

島
県
下
に
お
け
る
∧
オ
ヤ
ジ
マ
イ
〉
慣
行
－
親
族
成
員
権

中
根
　
千
枝
　
一
九
六
二

中
村
　
正
夫
　
一
九
六
一

野
崎
　
清
孝
　
一
九
七
三

野
本
　
晃
史
　
一
九
六
二

橋
本
　
征
治
　
一
九
七
七

浜
谷
　
正
人
　
一
九
六
九

一
九
七
六

福

田
ア
ジ
オ
　
一
九
六
九

一
九
七
二

　
　
　
　
　
　
一
九
七
三

福

田
　
　
徹
　
一
九
六
三

藤
本
　
利
治
　
一
九
五
九

の

移
行
と
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民

族
学
会
）
四
八
－
二
、
一
四
六
～
一
七
四

「
南
西
諸
島
の
社
会
組
織
序
論
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学

協
会
）
二
七
ー
一
、
　
一
～
六

「
肥
後

国
天
草
島
に
お
け
る
漁
村
の
成
立
と
展
開
1
『
桐
子
役
』

を
中
心
と
し
て
ー
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
（
創
立
二
十

五
周
年
記
念
論
文
集
）
八
・
九
、
一
四
三
～
一
六
二

「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
歴
史
的
地
域
に
関
す
る
一
命
題
ー
墓
郷

集

団
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
二
五
ー
一
、
一
～
二
四

「
観
光
客
流
動
圏
の
形
態
か
ら
み
た
観
光
地
類
型
と
そ
の
分
布
」

『
人
文
地
理
』
一
四
ー
四
、
五
四
～
六
七

「
部
落
共
有
林
の
分
解
と
残
存
部
落
有
林
の
機
能
よ
り
み
た
地
域

性
」
『
人
文
地
理
』
二
九
ー
一
、
二
六
～
五
三

「
農
村
社
会
の
空
間
秩
序
と
そ
の
意
義
ー
主
と
し
て
小
村
の
ば

あ
い
を
事
例
と
し
て
　
　
」
『
人
文
地
理
』
二
一
ー
二
、
　
一
九
～

四

三

「
近

代
日
本
農
村
の
地
域
的
変
容
－
東
北
地
方
の
郷
倉
制
を
中

心

と
し
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
二
八
ー
五
、
一
～
三
〇

「
契
約
講ー
地
域
的
差
異
と
歴
史
的
性
格
1
」
和
歌
森
太
郎

編

『
陸
前
北
部
の
民
俗
』
吉
川
弘
文
館
、
六
三
～
九
三

「
若
者
組
の
諸
類
型
と
『
家
』
の
構
造
」
『
茨
城
県
史
研
究
』
二
四
、

四
七
～
五
七

「
若
者
組
の
諸
類
型
」
『
社
会
伝
承
研
究
』
一
、
一
五
～
一
八

「
富
士
山
麓
南
西
地
域
に
お
け
る
新
田
集
落
ー
特
に
そ
の
分
布

と
開
発
過
程
に
つ
い
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
一
五
ー
六
、
　
一
七

～
三
六

「
琵
琶
湖
西
岸
の
農
業
集
落
と
農
業
地
域
」
『
人
文
地
理
』
一
一
ー
　
　
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

一
、

三
八
～
五
一
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「
漁
村
共
同
組
合
の
性
格
と
変
容
ー
真
珠
養
殖
村
の
事
例
1
」

牧
野
　
由
朗
　
一
九
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
社
会
学
評
論
』
一
七
ー
四
、
七
二
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
山
村
社
会
に
お
け
る
同
族
と
親
族
－
山
梨
県
南
都
留
郡
足
和

正
岡
　
寛
司
　
一
九
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
根
場
部
落
の
一
事
例
－
」
『
社
会
学
評
論
』
一
九
ー
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
～
四
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
南
関
東
の
半
夏
生
」
『
民
俗
学
論
叢
』
相
模
民
俗
学
会
　
六
、
一

増
田

　
昭
子
　
一
九
八
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
主
層
の
存
在
形
態
と
村
落
構
造
－
愛
媛
県
東
予
地
方
村
落

松
本
　
通
晴
　
一
九
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
構
造
的
変
化
の
過
程
1
」
『
社
会
学
評
論
』
一
二
ー
二
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
～
八
五

宮
本

　
又
次

　
一
九
五
〇
　
「
九
州
経
済
史
に
於
け
る
特
殊
構
造
－
封
馬
経
済
と
九
州
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
、
一
一
九
～
一
四
三

村
武
精
一
・
郷
田
洋
文
・
山
口
昌
男
ほ
か
　
一
九
五
七
　
「
伊
豆
新
島
若
郷
の
社
会
組
織
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
代
階

層
制
村
落
の
研
究
1
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
会
）
二
二
ー
三
・
四
、
四
入
～
入
八

望
月
　
　
真
　
一
九
八
六
　
「
農
村
と
漁
村
に
お
け
る
親
族
関
係
の
特
徴
」
『
歴
史
手
帖
』
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
九
、
三
三
～
四
〇

山
岡
　
栄
市
　
一
九
六
四
　
「
隠
岐
島
村
落
の
共
同
体
規
制
」
『
社
会
学
評
論
』
一
四
ー
四
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
二
六

山

口
　
忠
彦
　
一
九
八
五
　
「
栃
木
県
栗
山
村
川
俣
の
オ
ヤ
ブ
ソ
コ
ブ
ン
」
『
民
俗
学
評
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
民
俗
学
会
）
二
五
、
四
九
～
六
五

山
本
　
登
・
中
川
喜
代
子
　
一
九
六
〇
　
「
父
分
家
制
に
関
す
る
一
考
察
－
和
歌
山
県
牟
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郡
本
宮

町
（
旧
四
村
）
渡
瀬
の
場
合
1
」
『
社
会
学
評
論
』
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
一
、
　
三
七
～
五
山
ハ

山
本
　
　
登
　
一
九
五
〇
　
「
通
婚
関
係
よ
り
み
た
山
村
共
同
体
の
封
鎖
性
と
平
等
性
」
『
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
評
論
』
一
ー
三
、
＝
一
三
～
一
五
一

山
口
弥
一
郎
　
一
九
五
七
　
「
日
本
に
お
け
る
名
子
制
度
の
地
理
的
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
ー
九
、
一
四
八

山
階
　
芳
正
　
一
九
五
一
　
「
五
島
の
旧
切
支
丹
」
『
民
間
伝
承
』
一
五
ー
四
、
三
六
～
四
一

山
本
正
三
由
林
明
一
九
八
〇
「
北
海
誉
お
け
る
農
村
空
間
区
分
」
『
人
文
地
理
学
研
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
』
四
、
九
七
～
一
一
一

山
本
正
三
・
北
林
吉
弘
・
田
林
　
明
　
一
九
七
六
　
「
北
陸
地
方
に
お
け
る
農
村
空
間
の
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
一
つ
の
試
み
」
『
地
理
学
評
論
』
四
九
ー
六
、
三
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
三
七
九

吉
田
禎
吾
・
上
田
将
・
丸
山
孝
一
　
一
九
六
九
「
山
陰
農
村
の
親
族
組
織
」
『
民
族
学
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
』
（
日
本
民
族
学
会
）
三
四
ー
一
、
一
～
二
一

渡
辺
　
欣
雄
　
一
九
七
一
　
「
沖
縄
北
部
－
農
村
の
社
会
組
織
と
世
界
観
ー
大
宜
味
村
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
港
の
事
例
1
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
二
、
八
五
～
一
〇
八

　
　
　
　
五
　
生
産
・
生
業

青
木
千
枝
子

青
沼
　
　
勝

秋
道
　
智
弥

浅
黄
谷
剛
寛

荒
居
　
英
次

安
藤
　
正
紀

磯
貝
　
　
勇

一
九
六
三

一
九
八
七

一
九
七
九

一
九
六

二

一
九
六
三

一
九
七
八

一
九
五
九

「
水
稲
生
産
力
の
地
域
性
に
関
す
る
研
究
」
『
人
文
地
理
』
一
五
－

一
、

四
九
～
六
七

「
十
六
世
紀
に
お
け
る
堺
商
人
の
商
圏
・
文
化
圏
の
拡
大
」
『
国
史

学
』
国
史
学
会
　
一
三
二
、
三
一
～
六
一

「
明
治
初
期
・
飛
騨
地
方
に
お
け
る
生
産
魚
類
の
分
布
論
的
研
究
」

『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
四
－
二
、
二
八
五
～
三
三
九

「
北
海
道
に
お
け
る
水
稲
北
限
地
域
の
農
業
」
『
史
学
研
究
』
（
広

島
史
学
研
究
会
）
八
二
、
五
〇
～
六
三

「
近
世
房
総
に
お
け

る
俵
物
生
産
と
飽
漁
業
」
『
九
十
九
里
史
学
』

二
、
二
九
～
四
四

「
農
業
変
化
か
ら
み
た
日
本
の
農
業
地
域
区
分
」
『
地
理
学
評
論
』

五
一
ー
五
、
三
六
五
～
三
八
三

「交
通
・
運
搬
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
五
　
平
凡
社
、
三
二
七
～

三
四

八
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石
井
　
泰
義
　
一
九
四
三
　
「
関
東
地
方
に
於
け
る
水
田
裏
作
度
の
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
－
五
、
四
九
～
五
五

石
塚
　
尊
俊
　
一
九
四
九
　
「
田
植
組
と
田
植
方
式
ー
中
国
地
方
の
大
田
植
に
於
け
る
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
民
間
伝
承
』
二
二
ー
六
、
七
～
一
四

伊
豆
川
浅
吉
　
一
九
六
七
　
「
庄
園
漁
村
の
分
布
と
海
賊
の
発
生
」
『
漁
業
経
済
研
究
』
一
五
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
四
、
八
四
～
一
〇
三

泉
　
　
房
子
　
一
九
七
七
　
「
小
丸
川
水
系
の
伝
統
漁
法
－
付
・
県
内
の
二
・
三
の
笙
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
〇
、
六
四
～
八
三

　
　
　
　
　

　
一
九
七
九
　
「
焼
き
畑
地
帯
の
食
生
活
－
西
米
良
の
民
俗
調
査
か
ら
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
宮
崎
県
総
合
博
物
館
研
究
紀
要
』
四
、
　
一
～
五
六

伊
藤
　
喜
栄
　
一
九
五
七
　
「
日
本
に
お
け
る
中
小
織
物
業
の
地
域
的
性
格
ー
特
に
そ
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
形
態
を

中
心
と
し
て
i
」
『
人
文
地
理
』
九
－
五
、
　
一
七
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五

伊
藤
　
郷
平
　
一
九
六
四
　
「
日
本
農
業
に
於
け
る
労
働
需
給
地
域
と
そ
の
類
型
」
『
人
文
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
』
六
－
五
、
一
～
一
九

上
野
　
福
男
　
一
九
四
〇
　
「
地
理
的
に
観
た
る
信
飛
国
境
附
近
山
村
の
労
働
の
季
節
的
分
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
地
理
学
評
論
』
一
六
ー
八
、
　
一
六
～
三
三

上
原
　
秀
明
　
一
九
八
五
　
「
近
世
に
お
け
る
八
ケ
岳
南
麓
農
村
の
空
間
構
造
」
『
人
文
地
理
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
－
六
、
　
一
～
二
八

大
喜
多
甫
文
　
一
九
七
八
　
「
わ
が
国
の
『
あ
ま
』
の
分
布
と
そ
の
増
減
に
関
す
る
一
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
漁
業
経
済
研
究
』
二
四
ー
二
、
六
一
～
七
七

大
喜
多
甫
文
・
浦
城
晋
一
　
一
九
七
五
　
「
『
あ
ま
』
漁
業
の
地
理
学
的
基
礎
－
外
房
『
あ
ま
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漁
村
の
実
証
的
研
究
1
」
『
漁
業
経
済
研
究
』
二
一
－
三
・
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
九
～
八
六

大
後
美
保
・
鈴
木
雅
次
　
一
九
五
一
　
「
日
本
に
お
け
る
水
稲
の
最
大
栽
培
期
間
の
分
布
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

て
」
『
地
理
学
評
論
』
二
四
ー
一
、
一
～
二

大
迫
　
輝
通
　
一
九
六
二
　
「
熊
本
県
に
お
け
る
桑
園
の
分
布
と
競
合
な
ら
び
に
共
存
」
『
人
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
理
』
一
四
ー
三
、
三
五
～
五
七

大

島
裏
二

小
笠
原
義
勝

岡
村
　
　
治

一
九
六
六

一
九
四
〇

一
九
四
〇

一
九
四

二

一
九
四

三

一
九
四

三

一
九
八
九

小

川
　
直
之
　
一
九
七
七

大
友
　
義
助
　
一
九
八
三

小
野
　
重
朗
　
一
九
七
七

尾
原

　
信
彦
　
一
九
三
七

織
井
　
文
雄
　
一
九
六
六

尾
留
川

正
平
　
一
九
五
〇

柿
本

　
典
昭

　
一
九
七
五

「
壱
岐
真
珠
養
殖
業
の
地
域
的
性
格
」
『
漁
業
経
済
研
究
』
一
四
ー

三
、
二
一
～
三
七

「
瀬
戸
内
海
の
漁
村
と
農
村
」
『
地
理
学
評
論
』
一
六
ー
六
、
五
六

～
五
七

「
瀬
戸
内
海
の
漁
村
と
農
村
」
『
地
理
学
評
論
』
一
六
ー
七
、
一
～

一
六
「
日
本
の
漁
業
者
の
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
一
八
一
一
一
、
一
～

二
六

「
漁
民
の
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
一
九
ー
四
、
一
一
～
三
三

「
漁
業
者
の

分
布
の
由
来
、
附
日
本
漁
村
の
な
り
た
ち
」
『
地
理
学

評
論
』
一
九
－
五
、
三
三
～
四
六

「
新
潟
県
に
お
け

る
定
期
市
場
網
の
地
域
的
差
異
－
市
掛
行
動

の

分
析
を

通

し
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
四
一
ー
三
、
二
二
～
四

二「神
奈
川
県
に
お
け
る
摘
田
の
分
布
」
『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
一
〇

ー
五
、
一
二
～
一
七

「
小
国
川
の
漁
法
θ
」
『
農
村
文
化
論
集
』
（
農
村
文
化
研
究
所
）
三
、

一
三
～
二
八

「
原
始
川
漁
法
と
し
て
の
ハ
ジ
と
ヒ
ビ
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
〇
、

二
四
～
三
四

「
徳
川

時
代
尾
州
平
野
の
生
産
業
と
其
変
遷
」
『
歴
史
地
理
』
七
〇

1
五
、
　
一
～
三
二

「
松
本
市
に
お
け
る
在
来
箒
工
業
の
形
成
ー
日
本
の
在
来
箒
工

業
地
域
の
中
に
お
け
る
位
置
ー
」
『
信
濃
』
一
八
－
一
〇
、
九

～
一
六

「
農
業
地
域
形
成
原
理

と
し
て
の
集
落
性
格
論
ー
秋
田
縣
子
吉

川
流
域
の
例
1
」
『
地
理
学
評
論
』
二
二
ー
一
〇
、
一
～
九
　
　
　
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

『
漁
村
の

地
域
的
研
究ー
水
産
地
理
学
へ
の
道
標
ー
』
大
明
堂
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金
崎
　
肇
・
渡
部
久
喜
　
一
九
五
二
　
「
石
川
県
沿
岸
漁
村
の
地
域
区
分
」
『
地
理
学
評
論
』
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
－
一
、
二
一
～
三
〇

上
島
　
正
徳
　
一
九
五
〇
　
「
飛
騨
大
野
郡
に
於
け
る
焼
畑
の
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
二
二
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
一
〇
～
一
四

川
崎
　
　
敏
　
一
九
四
〇
　
「
栃
木
県
に
於
け
る
機
業
の
地
域
区
分
」
『
地
理
学
評
論
』
一
六
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

川
名
　
　
登
　
一
九
六
〇
　
「
関
東
に
於
け
る
河
川
運
輸
機
構
の
成
立
」
『
歴
史
地
理
』
八
九
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
五
四
～
六
四
、
九
～
三
八

甲
斐
重
武
・
森
川
　
洋
　
一
九
八
六
　
「
瀬
戸
内
島
興
部
の
農
業
と
そ
の
地
域
類
型
」
『
内
海
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
研
究
紀
要
』
広
島
大
学
文
学
部
内
海
文
化
研
究
室
　
一
四
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
～
二
九

神
田
三
亀
男
　
一
九
七
九
　
「
瀬
戸
内
段
々
畑
の
民
俗
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
六
、
一
～
一
七

岸
本
　
　
賓
　
一
九
四
九
　
「
東
四
国
山
地
に
お
け
る
耕
地
の
高
度
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
ー
六
・
七
、
一
～
五

北
見
　
俊
夫
　
一
九
七
三
　
「
日
本
海
海
上
交
通
民
俗
の
一
側
面
」
『
日
本
民
俗
学
』
八
六
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
四

北
村
　
修
三
　
一
九
八
七
　
「
戦
後
の
日
本
農
業
の
地
域
構
造
に
関
す
る
研
究
動
向
」
『
人
文
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
』
人
文
地
理
学
会
　
三
九
－
一
、
二
五
～
四
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
　
「
わ
が
国
に
お
け
る
養
鶏
業
の
地
域
的
展
開
」
『
名
古
屋
大
学
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
研
究
論
集
』
（
史
学
三
三
）
名
古
屋
大
学
文
学
部
、
X
C
珊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
～
一
七
四

木
俣
美
樹
男
・
横
山
節
雄
　
一
九
八
二
　
「
雑
穀
の
む
ら
（
続
報
）
1
と
く
に
雑
穀
の
栽
培
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
理
の
残
存
分
布
お

よ
び
そ
の
要
因
に
つ
い
て
ー
」
『
季
刊
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

類
学
』
二
二
ー
二
、
一
八
二
～
二
〇
五

木
村
　
　
博
　
一
九
七
六
　
「
近
世
に
お
け
る
石
工
集
団
－
『
高
遠
石
工
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
四
、
四
二
～
四
八

胡
桃
沢
勘
司
　
一
九
七
五
　
「
大
町
・
糸
魚
川
街
道
の
興
亡
と
そ
の
背
景
　
　
ボ
ッ
ヵ
の
歩
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
道
を
求
め
て
ー
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
二
、
七
～
一
一

蔵

田
　
周
忠

河
野
　
通
博

小
島
　
弘
義

小
林
　
　
茂

久
保
山
千
里

櫛
谷
　
圭
司

斎
藤
　
　
毅

坂
本

英
夫

佐
々
木
高
明

九　九　九　九　九　九　九　九　九九　九　九
七六六八六七八六八七五五二八五二八八九三三七八八

佐
々
木
高
明
・
応
地
利
明
・
坪
井
洋
文
・
渡
部
忠
世

島
田
　
正
彦
　
一
九
六
四

白
坂
　
　
蕃
　
一
九
八
九

新
宅
　
　
勇
　
一
九
五
七

「家
づ
く
り
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
六
　
平
几
社
、
六
五
～
一
〇

〇「
漁
場
入
会
慣
行
の
諸
類
型
」
『
人
文
地
理
』
一
〇
ー
三
、
一
～
一

五「相
模
川
水
系
の
川
魚
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
〇
、
三
五
～
四
五

「
奄
美
諸
島
の
伝
統
的
イ
ネ
栽
培
と
『
踏
耕
』
」
『
人
類
科
学
』
三
五
、

六
九
～
一
〇
二

「
嬉

野
に
お
け
る
茶
業
の
発
展
過
程
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀

要
』
一
〇
、
四
一
～
七
〇

「
時

間
地
理
学
の
考
え
方
と
応
用
ー
生
業
活
動
を
ど
う
解
釈
す

る
か
」
『
地
理
』
三
四
－
一
二
、
三
六
～
四
三

「
奄
美
諸
島
お
よ
び
吐
喝
刺
列
島
に
お
け
る
伝
統
的
製
塩
形
態
の

地
理
学
的
研
究
」
『
人
類
科
学
』
三
〇
、
一
四
一
～
一
七
〇

「
柑
橘
産
地
内
部
の
地
域
構
造
に
関
す
る
試
論
」
『
人
文
地
理
』
二

〇
ー
三
、
　
一
～
二
八

「
わ
が

国
に
お
け
る
大
農
家
の
地
域
的
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
五

五
－
一
、
三
七
～
四
八

「
焼
畑
農
業
の

研
究

と
そ
の
課
題
1
《
焼
畑
の
比
較
地
理
学
》

へ
の

一
序
論1
」
『
人
文
地
理
』
一
七
ー
六
、
六
六
～
八
六

「
わ
が

国
焼
畑
経
営
方
式
の
地
域
的
類
型
上
・
下
」
『
史
林
』
五
一

－
四
・
五
、
九
一
～
一
三
八
、
七
八
～
二
一
九

『
日
本
の
焼
畑
』
古
今
書
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
「
学
際
討
論
・
赤
米
の
文

化
史
」
『
季
刊
人
類
学
』
一
四
－
四
、
三
～
六
六

「
漁
船
動
力
化
の
進
展
よ
り
み
た
漁
業
の
地
域
性
に
つ
い
て
」
『
人

文
地

理
』
一
六
ー
五
、
三
四
～
四
七

「青
潮
文
化
と
牧
畑
」
『
地
理
』
三
四
ー
五
、
四
三
～
五
一

「
長
門
北
浦
漁
村
の
生
態
構
造
」
『
人
文
地
理
』
九
ー
二
、
三
四
～
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杉
山
　
　
雀
　
一
九
五
〇

鈴
木
　
敏
紀
　
一
九
八
九

高
桑
　
守
史
　
一
九
八
四

高
野
岳
彦
　
一
九
八
五

竹
井
恵
美
子
・
小
林
央
佳
・
阪
本
寧
男

竹
内
　
常
行
　
一
九
三
九

　
　
　
　
　
　
一
九
三
九

竹
内
　
利
美
　
一
九
五
八

武

田
　
　
淳
　
一
九
九
〇

田
中
　
豊
治
　
一
九
七
二

田

辺
　
　
悟
　
一
九
七
五

田
林
　
　
明
　
一
九
八
四

四
四

「
主
要
現
金
収
入

よ
り
見
た
る
内
地
農
家
の
地
理
的
分
布
」
『
地
理

学
評
論
』
二
二
ー
一
〇
、
一
五
～
二
二

「
上
越
地
域
の

経
済
的
特
質
」
『
上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
八
ー

二
、
一
〇
九
～
＝
一
五

「『
農
民
漁

業
』
と
『
海
民
漁
業
』
ー
伝
統
的
漁
村
の
類
型
1
」

『
歴
史
公
論
』
一
〇
1
五
、
四
八
～
五
四

「
漁
船
員
の
地
域
集
団
性
か
ら
み
た
漁
業
労
働
市
場
の
地
域
的
開

放
・
閉
鎖
性
の
分
析
－
三
陸
地
方
の
主
要
漁
港
を
例
と
し
て

ー
」
『
地
理
学
評
論
』
二
ー
五
八
、
八
〇
～
九
六

　
　
　
　
　
一
九
八
一
　
「
紀
伊
山
地
に
お
け
る
雑
穀
の
栽
培
と

利
用
な
ら
び
に
ア
ワ
の
特
性
」
『
季
刊
人
類
学
』
一
二
ー
四
、
　
一

五
六
～
一
九
七

「
溜
池
の
分
布
に
就
い
て
（
北
海
道
以
外
の
内
地
）
」
『
地
理
学
評

論
』
一
五
ー
二
、
七
七
～
七
九

「
溜
池
の
分
布
に
就
い
て
〔
本
州
、
四
国
、
九
州
〕
」
一
・
二
二
二

『
地
理
学
評
論
』
一
五
ー
四
・
五
・
六
、
　
四
七
～
六
四
、
　
一
～
二

四
、
四
二
～
五
五

「
職
業
集
団

1
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
三
　
平
凡
社
、
三
一
一
～

三
三
四

「
漁
携
の
変
容
－
社
会
・
経
済
的
推
移
と
生
態
的
側
面
」
『
人
類

科
学
』
四
二
、
三
～
四

「
近
世
末
期
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
、
流
通
の
地
域
的
特
色
」

『
漁
業
経
済
史
研
究
』
一
九
ー
三
、
一
～
三
四

「蟹
人
の
分
布
の
民
俗
学
的
考
察
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
八
、
五
五

～
六
一

「
北
陸
地
方
に
お
け

る
稲
作
の
地
域
差
」
『
人
文
地
理
学
研
究
』
八
、

二
一
二
五
～
二
六
二

　
　
　
　
　
　
一
九
八
七

千
葉
　
徳
爾
　
一
九
六
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
七
四

坪
井
　
洋
文
　
一
九
八
〇

内
藤
　
正
中
　
一
九
八
六

中
元
美
智
子
　
一
九
六
七

中
部
よ
し
子
　
一
九
五
五

長
沢
　
利
明
　
一
九
八
九

中
島
　
峰
広
　
一
九
八
九

中
村
ひ
ろ
子
　
一
九
八
〇

仁
昌
寺
正
一
・
松
原
豊
彦
’
井
上
博
夫

西
村

嘉
助
　
一
九
五
三

「
日
本
に
お
け
る
灌
概
シ
ス
テ
ム
の
地
域
差
」
『
筑
波
大
学
人
文
地

理
学
研
究
』
筑
波
大
学
地
球
科
学
系
　
氾
、
一
一
五
～
二
二
七

「
日
本
に
お
け
る
山
地
の
農
業
的
利
用
と
水
稲
栽
培
」
『
人
類
科

学
』
一
二
、
一
〇
二
～
一
一
〇

「
近
代
日
本
の
常
民
的
労
働
組
織
と
そ
の
地
域
的
展
開
－
民
俗

面
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
i
」
『
愛
知
大
学
文
学

部
文
学
論
叢
』
五
一
、
一
～
一
三

「
日
本
人
の
農
耕
観
ー
比
較
民
俗
論
へ
の
序
章
1
」
『
国
学
院

雑
誌
』
八
一
ー
一
一
、
二
六
七
～
二
八
三

「
過
疎
地
域
に
お
け

る
地
域
産
業
の
展
開
過
程
　
ω
」
『
山
陰
地
域

研
究
』
島
根
大
学
山
陰
地
域
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
　
二
、
一
～
一

八「佐
賀
藩
に
お
け
る
陶
磁
器
専
売
」
『
九
州
史
学
』
四
一
、
一
～
一

三「近
世
竹
原
に
お
け
る
製
盤
業
の
発
展
」
『
史
学
研
究
』
六
〇
、
六

三
～
七
二

「
日
記
資
料
か
ら
見
た
焼
畑
農
民
の
生
活
史
（
下
）
1
山
梨
県
南

巨
摩
郡
早
川
町
奈
良
田
の
事
例
1
」
『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
』

七
一
、
六
五
～
一
〇
六

「
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
畑
地
灌
涯
の
地
理
学
的
研
究
」

『
学
術
研
究
』
三
八
、
三
五
～
五
四

「
販
女－
行
商
の
発
展
i
」
『
講
座
、
日
本
の
民
俗
』
五
有

精
堂
、
一
六
九
～
一
九
一

　
　
　
　
　
一
九
入
九
　
「
山
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
経
済
・
産

業
・
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
－
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
の
事
例

1
（
そ
の
一
）
」
『
東
北
学
院
大
学
東
北
産
業
経
済
研
究
所
紀
要
』

八
、
五
三
～
一
二
〇

「
沼

田
川
の
水
運
と
竹
原
の
背
後
地
関
係
」
『
史
学
研
究
』
五
〇
、
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八
三
～
八
九

　
　
　
　
　
　
一
九
五
六
　
「
山
地
に
お
け
る
交
通
形
態
の
変
化
」
『
史
学
研
究
』
六
三
、
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
五
六

西
村
嘉
助
・
牧
野
洋
一
　
一
九
五
九
　
「
稲
架
の
分
布
と
そ
の
意
義
」
『
人
文
地
理
』
一
一
ー
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
一
四

野
口

喜
久
雄
　
一
九
六
二
　
「
近
世
中
期
北
九
州
海
上
輸
送
権
を
め
ぐ
る
争
論
に
つ
い
て
」
『
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

州
史
学
』
二
〇
、
一
～
一
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
六
三
　
「
江
戸
中
期
北
九
州
の
農
業
形
態
」
『
九
州
史
学
』
二
二
・
二
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
一
二

　
　
　
　
　
　
一
九
六
七
　
「
製
蝋
業
経
営
に
お
け
る
収
支
構
造
と
経
営
の
基
盤
」
『
九
州
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
』
三
七
・
三
八
二
二
九
、
五
九
～
七
八

野
口

　
武
徳
　
一
九
六
二
　
「
宮
古
漁
村
社
会
の
概
況
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
ー
一
、
一
九
～
二
五

橋
本

　
鉄
男
　
一
九
六
二
　
「
君
が
畑
と
東
北
の
氏
子
狩
－
君
が
畑
氏
子
狩
帳
の
実
証
的
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
・
東
北
篇
第
一
部
」
上
・
下
　
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
二
五
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六
、
一
七
～
三
六
、
一
八
～
三
四

早
川
孝
太
郎
　
一
九
三
七
　
「
農
事
慣
習
に
於
け
る
個
人
労
力
の
社
会
性
ー
ユ
ヒ
の
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
連
し
て
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
三
－
二
、
二
九
～
八
八

古

田
　
悦
造
　
一
九
八
五
　
「
近
世
関
東
に
お
け
る
関
西
漁
民
出
漁
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
」
『
新
地
理
』
三
三
ー
一

　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
　
「
近
世
相
模
国
浦
賀
に
お
け
る
干
鰯
問
屋
の
集
荷
圏
と
出
荷
圏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
地
理
学
評
論
』
一
〇
ー
五
八
、
六
六
三
～
六
七
三

堀
内
　
義
隆
　
一
九
五
五
　
「
灌
概
構
造
か
ら
み
た
る
奈
良
盆
地
の
地
域
性
」
『
地
理
学
評
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
ー
七
、
三
一
七
～
三
二
八

　
　
　
　
　
　
一
九
七
〇
　
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
水
利
集
団
の
分
布
と
水
利
秩
序
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
地
理
学
評
論
』
四
三
ー
三
、
　
一
七
一
～
一
八
二

増
田
　
昭
子
　
一
九
九
〇
　
『
粟
と
稗
の
食
文
化
』
三
弥
井
書
店

松
井
　
　
勇
　
一
九
三
九
　
「
日
本
内
地
に
於
け
る
耕
地
度
の
分
布
状
態
、
其
の
叙
述
一
」
『
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
学
評
論
』
一
五
－
一
二
、
六
〇
～
七
三

　
　
　
　
　
　
一
九
四
〇
百
本
内
地
に
於
け
る
耕
地
度
の
分
布
状
贋
其
の
叙
述
二
」
『
地
⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
学
評
論
』
一
六
－
一
、
一
～
一
四

　
　
　
　
　
　
一
九
四
三
　
「
農
業
経
営
組
織
に
よ
る
郡
の
分
類
－
昭
和
二
二
年
農
家
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

分
布
解
析
の
一
ー
」
『
地
理
学
評
論
』
一
九
、
一
～
一
六

　
　
　
　
　
　
一
九
四
三
　
「
農
業
経
営
組
織
に
よ
る
我
が
内
地
の
地
域
区
分
ω
　
　
昭
和
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年
農
家
調
査
の
分
布
解

析
の
ニ
ー
」
一
・
二
・
三
　
『
地
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
評
論
』
一
九
－
六
・
七
・
八
、
　
一
～
二
二
、
三
二
～
五
〇
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
三
九

　
　
　
　
　
　
一
九
四
八
　
「
農
業
経
営
組
織
に
よ
る
日
本
の
地
域
区
分
団
－
大
地
域
の
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定1
」
『
地
理
学
評
論
』
二
一
ー
九
・
一
〇
・
一
一
、
一
～
七

松
井
勇
・
堀
江
元
　
一
九
五
〇
　
「
那
須
扇
状
地
農
業
地
理
　
　
水
田
地
域
と
畑
地
域
の
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
地
理
学
評
論
』
二
二
ー
一
二
、
　
一
～
六

松
下
　
志
朗
　
一
九
六
六
　
「
薩
摩
に
於
け
る
船
運
賃
に
つ
い
て
－
御
用
船
を
中
心
に
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
九
州
史
学
』
三
五
、
三
一
～
三
九

　
　
　
　
　
　
一
九
六
六
　
「
薩
摩
に
於
け
る
船
運
賃
に
つ
い
て
1
御
用
船
を
中
心
に
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
九
州
史
学
』
三
六
、
一
九
～
二
八

松
山
　
利
夫
　
一
九
七
七
　
「
野
生
堅
果
類
、
と
く
に
ト
チ
ノ
ミ
と
ド
ン
グ
リ
類
の
ア
ク
抜
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

技
術
と
そ
の
分
布
」
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
二
ー
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
八
～
五
四
〇

宮
坂
　
正
治
　
一
九
六
九
　
「
松
本
の
御
売
商
圏
ー
グ
ラ
ヴ
ィ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
信
濃
』
二
一
ー
一
〇
、
一
～
一
九

　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
　
「
長
野
県
農
業
の
地
域
構
造
ー
グ
ラ
ヴ
ィ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
（
°
q
冨
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜
」
蔓
日
＆
⑦
一
）
を
援
用
し
て
ー
」
『
信
濃
』
三
三
ー
一
一
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
～
一
五
二

村
上
節
太
郎
　
一
九
三
七
　
「
本
邦
に
於
け
る
米
作
の
地
域
性
」
『
地
理
学
評
論
』
一
三
ー
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
～
七
四

森
栗
　
茂
一
　
一
九
八
四
　
「
伝
播
技
術
独
占
の
結
果
と
し
て
伝
承
－
沖
縄
の
奥
間
鍛
冶
屋
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伝
承

と
鞘
祭
－
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
五
四
、
九
一
～
一
六
五

　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
　
「
南
西
諸
島
鍛
冶
職
の
伝
播
と
定
着
」
『
季
刊
人
類
学
』
一
五
ー
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
～
一
＝
二

安
枝
　
俊
雄
　
一
九
五
九
　
「
漁
業
地
域
区
分
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
『
漁
業
経
済
研
究
』
七
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
　
一
二
三
～
二
二
二

安

田
　
初
男
　
一
九
四
〇
　
「
北
陸
地
方
の
稲
架
樹
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
一
六
ー
一
〇
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
一
六

　
　
　
　
　
　
一
九
五
六
　
「
日
本
に
お
け
る
牧
野
景
観
の
地
域
的
特
性
」
『
地
理
学
評
論
』
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
－
二
、
九
〇
～
一
〇
一

安
原

茂
・
吉
沢
四
郎
　
一
九
六
八
　
「
利
根
川
流
域
農
山
村
の
農
家
経
営
と
社
会
構
造
」
『
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

類
科
学
』
二
〇
、
一
七
七
～
二
〇
五

山
口
　
貞
夫
　
一
九
三
七
　
「
日
本
に
於
け
る
焼
畑
分
布
の
地
理
的
意
義
」
『
地
理
学
評
論
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－
四
、
九
二
～
九
四

　
　
　
　
　
　
一
九
三
八
　
「
焼
畑
の
地
理
的
分
布
其
他
」
『
地
理
学
評
論
』
一
四
ー
一
、
一
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三

山
口
弥
一
郎
　
一
九
四
〇
　
「
東
北
地
方
の
稗
の
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
一
六
ー
一
、
三
八
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
七

山
下
　
脩
二
　
一
九
八
九
　
「
イ
カ
漁
に
み
る
青
潮
文
化
」
『
地
理
』
三
四
ー
五
、
三
四
～
四
二

山

本
　
正
三
　
一
九
八
六
　
「
わ
が
国
畜
産
業
の
地
域
的
動
向
ー
一
九
六
〇
年
～
一
九
八
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年ー
」
『
筑
波
大
学
人
文
地
理
学
研
究
』
筑
波
大
学
地
球
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

系
　
X
、
一
七
～
四
〇

山

本
弘
文
　
一
九
七
二
　
「
神
奈
川
県
経
済
の
発
展
と
地
域
的
特
色
　
　
明
治
～
大
正
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
」
『
神
奈
川
県
史
研
究
』
一
八
、
一
～
三
七

湯
浅

　
照
弘
　
一
九
七
七
　
「
岡
山
県
の
内
水
面
漁
携
習
俗
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
〇
、
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
六
三

横

田
　
雅
博
　
一
九
八
五
　
「
鏑
川
・
神
奈
川
流
域
に
お
け
る
自
給
的
茶
業
に
つ
い
て
」
『
群
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
民
俗
』
七
、
三
九
～
五
三

与
那
国
　
退
　
一
九
七
六
　
「
奄
美
と
沖
縄
・
農
村
の
社
会
的
特
質
の
相
違
に
つ
い
て
ー
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

末
に
お
け
る
土
地
制
度
と
農
民
層
の
分
化
を
中
心
に
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
人
類
科
学
』
二
八
、
五
九
～
七
四

脇

田
　
武
光
　
一
九
八
八
　
「
境
市
の
産
業
と
土
地
経
済
か
ら
見
た
地
域
研
究
」
『
東
洋
研
究
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
、
二
七
～
七
三

　
　
　
　
六
　
物
質
文
化

ア

チ
ッ

ク
・
ミ
ウ
ゼ
ア
ム
編
　
一
九
三
五
　
「
所
謂
足
半
（
あ
し
な
か
）
に
就
い
て
」
一
　
『
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
族
学
研
究
』
一
ー
四
、
一
一
六
～
一
七
四

　
　
　
　
　
　
一
九
三
六
　
「
所
謂
足
半
（
あ
し
な
か
）
に
就
い
て
」
二
　
『
民
族
学
研
究
』
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
一
、
一
一
五
～
二
四
五

天
野

　
　
武
　
一
九
七
四
「
産
育
習
俗
の
一
側
面
－
加
賀
・
能
登
の
育
児
民
具
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
三
、
五
七
～
七
六

蔵…

貝
　
　
勇
　
一
九
五
八
　
「
雨
着
と
履
物
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
六
、
平
凡
社
、
三
七
一
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〇

市
原
輝
士
　
一
九
五
二
　
「
讃
岐
地
方
に
お
け
る
民
家
研
究
に
つ
い
て
」
『
民
間
伝
承
』
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
＝
一
、
二
二
～
二
五

　
　
　
　
　
　
一
九
六
六
　
「
若
狭
民
家
の
系
譜
」
和
歌
森
太
郎
編
『
若
狭
の
民
俗
』
吉
川
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
館
、
　
二
二
七
～
一
五
一

　
　
　
　
　
　
一
九
六
七
　
「
四
国
地
方
の
民
家
の
系
譜
」
『
地
方
史
研
究
』
八
八
、
一
六
～
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
　
「
民
家
の
地
域
性
」
和
歌
森
太
郎
編
『
陸
前
北
部
の
民
俗
』
吉
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
文
館
、
一
九
一
～
二
〇
五

　
　
　
　
　
　
一
九
七
一
　
「
讃
岐
の
民
家
の
系
譜
と
地
域
性
」
『
日
本
民
俗
学
』
七
五
、
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
三
〇

今
田
節
子
・
岡
井
球
美
子
　
一
九
八
三
　
「
瀬
戸
内
沿
岸
地
帯
の
食
伝
承
内
－
牛
窓
町
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る
正
月
雑
煮
の
慣
習
」
『
岡
山
民
俗
』
（
岡
山
民
俗
柳
田
賞
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賞
記
念
特
集
）
二
二
六
～
二
四
五

371
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一
九
八
六

上
江
州
　
均
　
一
九
八
一

遠
藤

　
　
武
　
一
九
五
七

大
島
　
暁
雄
　
一
九
八
四

太

田
　
道
子
　
一
九
七
九

小
川
　
　
徹
　
一
九
六
三

一
九
六
八

小
野
　
重
朗
　
一
九
六
五

小
野
芳
次
郎
　
一
九
七
七

蒲
生

　
正
男
　
一
九
六
四

角
山
　
幸
洋
　
一
九
八
五

菊
地
　
　
勇
　
一
九
四
三

北
野
　
　
隆
　
一
九
七
二

木
村
ム
ソ
子
　
一
九
七
四

蔵

田
　
周
忠
　
一
九
五
四

「
食
の
伝
承
ー
正
月
雑
煮
の
慣
習
か
ら
み
た
岡
山
県
食
習
俗
の

特
徴

と
地
域
性
1
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
六
三
、
　
一
～
二
二

「
沖
縄
の
信
仰
・
儀
礼
・
行
事
の
民
具
」
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』

（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
）
五
、
二
七
～
一
〇
〇

「
服
飾
史
よ
り
み
た
農
民
衣
服
」
『
地
方
史
研
究
』
三
一
、
一
～
七

「
民
俗
技
術
に
お
け

る
系
譜
意
識
と
そ
の
背
景
－
関
東
の
草
屋

根
葺
き
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

告
』
四
、
九
七
～
二
二
三

「
稗
食
の
名
残
り
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
二
二
、
五
九
～
六
七

「
民
家
型

式
の
研
究
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
ー
小
野
重
朗
氏

の
近
著
に
よ
せ
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
一
五
ー
四
、
九
九
～
一

〇
二
「
民
家
型
式
の
系
譜
試
論
」
『
日
本
民
俗
学
』
五
七
、
一
六
～
三
七

（『

日
本
人
の
原
点
ー
文
化
・
社
会
・
地
域
差
1
』
二
　
至
文

堂
、
九
三
～
＝
一
七
）

「
熊
本
県
南
部
の
カ
ギ
イ
エ
の
二
類
型
」
『
民
俗
建
築
』
五
二
、
　
一

～
四

『

山
形
県
の
民
家
1
そ
の
風
土
と
暮
し
ー
』
高
陽
堂

「
産

屋
・
他
屋
の
文
化
と
そ
の
主
体
的
条
件
」
『
石
田
英
一
郎
教
授

還
暦
記
念
論
文
集
』
角
川
書
店
　
四
五
～
五
六

「
綿
繰
具
の
分
布
」
『
近
畿
民
具
』
九
、
四
一
～
四
九

「
岩
手
の
食
物
の
郷
土
食
」
『
民
間
伝
承
』
八
ー
＝
一
、
三
三
～
三

五「
熊
本
県
民
家
の
分
布
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
」
『
熊
本
み
ん
ぞ

く
』
三
、
五
～
七

「
郷
土
料
理
の

地
理
的
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
四
七
ー
六
、
三
九

四
～
四
〇
一

「
会
津
盆
地
の
北
と
南
ー
岩
代
（
福
島
県
）
の
広
間
型
の
例
ー
」

河
野
　
慶
道
　
一
九
三
五

小
林
　
梅
次
　
一
九
六
九

佐
藤
甚
次

郎

一
九
七
三

一
九
七
五

一
九
七
九

一
九
六
七

一
九
六
七

篠

田
　
　
統
　
一
九
七
八

柴

田
　
　
武
　
一
九
六
九

杉
浦
　
　
直
　
一
九
七
七

一
九
七
七

一
九
八
五

杉
本
　
尚
次
　
一
九
五
五

　
　
　
　
　
　
一
九
五
七

一
九
五
入

『
日
本
民
俗
学
』
二
ー
一
、
一
〇
七
～
一
一
一

「
ア

イ
ヌ
と
ト
｜
テ
ム
的
遺
風
－
特
に
レ
プ
ン
カ
ム
イ
シ
。
シ
m

と
キ
ン
カ
ム
イ
シ
ロ
シ
に
就
て
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
ニ
ー
一
、

四

五
～
五
三

「東
北
の
草
屋
根
ふ
き
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
六
一
、
五
二
～
五

九「
北
陸
の
草
屋
根
ふ
き
」
『
日
本
民
俗
学
』
八
五
、
四
〇
～
四
四

「
四

国
の
草
屋
根
ふ
き
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
七
、
四
〇
～
四
四

「
関
西
の
草
屋
根
ふ
き
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
三
、
四
八
～
五
八

「
日
本
の
住
居
㊤
ー
そ
の
地
域
的
特
徴
の
素
1
」
『
地
理
』
一

二
ー
八
、
七
八
～
八
二

「
日
本
農
家
の
間
取
型
と
そ
の
分
布
お
よ
び
系
譜
」
『
日
本
女
子
大

学
紀
要

（
文
学
部
）
』
一
六
、
一
～
五
五

「
す

し
の
種
類
と
分
布
」
『
日
本
人
の
原
点
－
文
化
・
社
会
・
地

域
差1
』
二
　
至
文
堂
、
一
二
八
～
二
二
九

「
モ
ン

ペ
の

分
布
」
『
言
語
地
理
学
の
方
法
』
筑
摩
書
房

「
東
北
地
方
に
お
け
る
農
家
建
物
構
成
の
地
域
的
差
異
」
『
地
理
学

評
論
』
五
〇
ー
二
、
八
八
～
一
〇
一

「
東
北
地

方
に
お
け
る
農
家
建
物
構
成
方
式
の
成
立
－
岩
手
県

中
部
、
会
津
地
方
及
び
仙
台
平
野
の
事
例
か
ら
ー
」
『
人
文
地

理
』
二
九
ー
五
、
　
一
～
ゴ
ニ

「
東
北
地
方
に
お
け

る
農
村
家
屋
母
屋
間
取
り
、
形
態
の
地
域
的

差
異

と
特
色
」
二
『
ア
ル
テ
ス
リ
ベ
ラ
レ
ス
』
三
六
（
岩
手
大
学

人
文
社
会
科
学
部
）

「
近
畿
の
屋
根
型
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
ー
三
、
六
二
～
七
三

「
近
畿
の
間
取

り
型
－
分
布
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
日
本
民
俗

学
』
四
ー
ご
、
五
六
～
六
四

「
西

日
本
に
お
け
る
民
家
の
地
理
学
的
考
察
－
屋
根
を
中
心
と
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一
九
六
一

一
九
六
九

一
九
七
七

一
九
七
七

一
九
七
九

須
藤
　
　
賢
　
一
九
五
五

竹
内
芳
太
郎
　
一
九
五
八

月
舘
　
敏
栄
　
一
九
八
七

一
九
八
九

辻
井
　
善
弥
　
一
九
九
〇

西
　
　
和
夫
　
一
九
八
六

額

田
　
　
巌
　
一
九
五
六

日
本
建
築
学
会
　
一
九
八
九

橋
本
　
鉄
男
　
一
九
七
七

し
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
九
ー
六
、
四
一
～
五
六

「
西

日
本
に
お
け
る
民
家
間
取
型
の
地
域
性
」
『
地
理
学
評
論
』
三

四
ー
五
、
二
一
～
三
六

『

日
本
民
家
の
研
究
そ
の
地
理
学
的
考
察
1
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房「
九
州
地
方
の
民
家
研
究
展
望
」
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報

告
』
ニ
ー
一
、
一
四
一
～
一
七
一

『
地
域

と
民
家
』
明
玄
書
房

「
九
州
山
地
の
民
家
ー
椎
葉
・
米
良
地
域
を
中
心
に
ー
」
『
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
四
ー
一
、
七
九
～
一
一
六

「
中
門
造
民
家
の
形
態
発
生
論
的
考
察
－
越
後
を
中
心
地
域
と

し
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
七
－
四
、
　
一
～
一
四

「
屋
敷
・
間
取
り
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
六
　
平
凡
社
、
一
二
～

六
四
「
東
北
地
方
民

家
に
お
け
る
冬
期
気
候
に
対
す
る
適
応
形
態
の
研

究－
仮
設
の
雪
対
策
に
つ
い
て
ー
」
『
民
俗
建
築
』
日
本
民

俗
建
築
学
会
　
九
二
、
四
～
一
五

「
青
森
県
黒
石
地
方
の
民
家
に

つ
い
て
1
特
徴
と
変
容
1
」

『
民
俗
建
築
』
九
六
、
　
一
〇
～
二
三

「
三
浦
半
島
の
牛
馬
の
分
布
と
黎
耕
」
『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
二
三

ー
二
、
　
一
～
一
二

＝
間
の
長
さ
の
変
遷
と
そ
の
地
域
分
布
－
日
本
基
準
尺
地
図

と
基
準
尺
周
圏
説
－
」
『
列
島
の
文
化
史
』
三
　
日
本
エ
デ
ィ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
一
五
～
一
四
八

「結
び
に
関
す
る
研
究
」
『
民
族
学
研
究
』
一
九
－
三
・
四
、
一
～

三
三
　
『
図
説
集
落
1
そ
の
空
間
と
計
画
』
　
都
市
文
化
社

「
椀
注
連
考
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
一
、
　
一
～
一
〇

林
　
　
魁
一
　
一
九
三
六

古
島
　
敏
雄
　
一
九
四
三

前
田

佐
智
子
　
一
九
八
七

向
山
　
雅
重

矢
沢

大
二

一
九
五
五

一
九
八
三

一
九
三
六

一
九
五
〇

一
九
五
一

矢
島
せ
い
子
　
一
九
七
八

柳

田
　
国
男
　
一
九
四
四

山
口
　
賢
俊
　
一
九
七
三

渡
辺
　
定
夫
　
一
九
七
五

「
飛
騨
国
朝
日
高
根
旅
行
記
」
『
民
族
学
研
究
』
二
ー
四
、
一
四
八

～
一
六
四

「
近
世
農
業
に
於
け
る
黎
の
形
態
、
黎
耕
の
普
及
」
『
歴
史
地
理
』

八
一
ー
一
、
二
一
～
四
三

「飴
の
資
料
拾
遣
」
『
加
能
民
俗
研
究
』
加
能
民
俗
の
会
　
一
五
、

七
七
～
八
九

「
諏
訪
と
伊
那
の
民
家
」
『
伊
那
』
一
一

「
伊
那
谷
の
南
と
北
」
『
長
野
県
民
俗
の
会
会
報
』
六
、
九
～
一
六

「
東
京
近
郊
に
於
け
る
防
風
林
の
分
布
に
関
す
る
研
究
」
一
．
二

『
地
理
学
評
論
』
一
ニ
ー
一
・
三
、
四
七
～
六
六
、
五
六
～
七
六

「
景
観
に
現
わ
れ
た
気
候
的
特
性
1
わ
が
国
に
於
け
る
防
風
林

の

分
布
に
つ
い
て
ー
」
『
地
理
学
評
論
』
二
三
ー
一
、
一
～
九

「
気
候
景
観
と
し
て
の
佐
久
高
原
の
民
家
の
瓦
屋
根
に
繁
茂
す
る

地
衣
類
の
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
二
四
ー
六
、
三
〇
～
三
六

「
ゆ

び

ぬ

き
考
－
皿
つ
き
ゆ
び
ぬ
き
の
調
査
か
ら
ー
」
『
日
本

民
俗
学
』
一
一
五
、
二
〇
～
三
四

『
火
の
昔
』
実
業
之
日
本
社

（『
定
本
柳
田
国
男
集
』
一
二
　
　
一
九
七
〇
　
筑
摩
書
房
、
一
五
一

～
二
七
六
）

「
新
潟
県
の
背
負
い
運
搬
具
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
八
七
、

一
～
四
二

「
松
本
ー
糸
魚
川
間
の
正
月
魚
1
ー
ブ
リ
と
サ
ケ
の
問
題
ー
」
上
・

下

『
民
間

伝
承
』
三
九
ー
二
・
三
、
一
〇
四
～
一
二
一
、
一
七

二
～
一
七
七

七
　
信
仰
と
儀
礼

新
井
　
恒
易
　
一
九
四
九
　
「
東
海
地
方
の
田
楽
の
分
布
と
形
態
」
『
民
間
伝
承
』
一
三
ー
一
二
、
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一
二
〇
～
一
二
六

　
　
　
　
　
　
一
九
五
入
　
「
芸
能
集
団
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
三
　
平
凡
社
、
二
三
三
～
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

有
末

　
　
賢
　
一
九
八
三
　
「
都
市
祭
礼
の
重
層
的
構
造
－
佃
・
月
島
の
祭
祀
組
織
の
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
ー
」
『
社
会
学
評
論
』
三
三
ー
四
、
三
七
～
六
二

安
藤

慶
一
郎
一
九
六
〇
「
同
族
結
合
の
分
解
と
屋
敷
神
祭
祀
ー
三
州
名
倉
の
場
合
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
社
会
学
評
論
』
一
〇
ー
一
、
五
七
～
七
六

礒
貝
　
　
勇
　
一
九
五
六
　
「
両
墓
制
の
モ
デ
ル
・
ゾ
ー
ン
」
『
民
間
伝
承
』
二
〇
八
、
二
〇
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
四
～
二
五

飯
島
　
吉
晴
　
一
九
八
三
　
「
オ
タ
ナ
サ
マ
信
仰
の
周
辺
－
東
北
の
民
間
信
仰
に
お
け
る
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
位
置
づ
け
ー
」
『
農
村
文
化
論
集
』
三
、
三
九
～
七
四

飯

田
　
　
孝
　
一
九
八
三
　
「
暦
法
の
変
化
と
年
中
行
事
ー
神
奈
川
県
妻
田
村
の
事
例
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
に
ー
」
『
民
俗
学
論
叢
』
（
相
模
民
俗
学
会
）
四
、
五
八
～
七
三

飯
田

真
理
子
・
千
葉
徳
爾
　
一
九
七
六
　
「
飛
騨
川
下
流
域
に
お
け
る
山
の
神
の
祭
祀
」
『
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
俗
学
』
一
〇
三
、
三
五
～
五
六

池
上

廣

正
・
柳
川
啓
一
・
池
田
昭
・
宮
家
　
準
・
宮
田
　
登
・
薗
田
　
稔
・
藤
井
正
雄

　
　
　
　
　
　
一
九
六
三
　
「
諸
宗
教
の
全
国
分
布
ー
統
計
資
料
に
よ
る
ー
」
『
人
類
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
』
一
五
、
四
一
～
七
九

　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
　
「
宗
教
分
布
の
諸
相
ー
岡
山
県
下
に
お
け
る
ば
あ
い
ー
」
『
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
科
学
』
一
六
、
七
一
～
八
七

井
阪
　
康
二
　
一
九
八
五
　
「
振
り
米
の
意
味
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
五
七
・
一
五
八
、
二
二
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

石

川
純
一
郎
一
九
八
六
「
焼
畑
農
耕
の
生
産
儀
礼
－
土
佐
旧
槙
山
村
の
場
合
1
」
『
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
民
俗
学
』
（
日
本
民
俗
学
会
）
一
六
五
、
二
四
～
三
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
　
「
地
域
社
会
に
お
け
る
民
間
念
仏
と
地
蔵
信
仰
」
『
静
岡
県
史
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
』
六
、
九
一
～
一
一
〇

伊
藤
　
幹
治
　
一
九
七
四
　
『
稲
作
儀
礼
の
研
究
』
而
立
書
房

伊
藤
　
曙
覧
　
一
九
七
六
　
「
越
中
の
流
れ
灌
頂
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
四
、
三
五
～
四
二

伊
藤
　
唯
真
　
　
一
九
八
〇

井
上
　
頼
寿

井
之

口
章
次

今
瀬
　
文
也

一
九
三
九

一
九
五
五

一
九
七

二

一
九
七
三

今
村
　
充
夫
　
一
九
七
四

岩
崎
　
敏
夫
　
一
九
五
〇

岩
鼻
　
通
明
　
一
九
八
三

牛
島
　
盛
光
　
一
九
六
二

打
江
　
寿
子
　
一
九
七
六

内
田
　
賢
作
　
一
九
八
一

一
九
八
五

内
田
　
秀
雄
　
一
九
五
九

内
田
る
り
子
　
一
九
七
六

海
老
澤
有
道
　
一
九
三
七

江
馬

三
枝
子
　
一
九
五
八

大

島
建
彦
　
一
九
五
六

「
卯
月
八
日
の
民
俗
と
仏
教
－
西
日
本
の
事
例
か
ら
ー
」
『
日

本
民
俗
学
』
一
二
八
、
一
四
～
二
二

「
京
都
の
水
口
祭
」
『
歴
史
地
理
』
七
三
ー
四
、
六
九
～
七
三

「
正
月
の
コ
ト
節
供
」
『
日
本
民
俗
学
』
ニ
ー
三
、
七
三
～
七
七

「
茨
城
県
に
お
け
る
盆
行
事
」
『
仏
教
と
民
俗
』
九
、
五
一
～
六
〇

「
茨
城
県
に
お
け

る
正
月
の
仏
教
行
事
」
『
仏
教
と
民
俗
』
一
〇
、

一
〇
～
二
〇

「
石
川
県
の
骨
掛
け
習
俗
の
分
布
と
意
義
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
四
、

四

七
～
五
三

「
氏
神

ま
つ
り
1
相
馬
磐
城
地
方
の
氏
と
氏
神
1
」
『
民
俗
学

研
究
』
（
日
本
民
俗
学
会
編
）
一
、
一
五
三
～
一
七
八

「
出
羽
三
山
を
め
ぐ
る
山
岳
宗
教
集
落
」
『
地
理
学
評
論
』
五
六
－

八
、
五
三
五
～
五
五
二

「
須
恵
村
の
ぬ
し
ど
り
と
講
組
－
変
容
過
程
の
な
か
で
果
す
社

会
的
役
割
1
」
『
社
会
学
評
論
』
＝
二
ー
三
、
六
四
～
一
〇
一

「
コ

ト
八
日
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
七
、
一
＝
～
二
六

「
埼
玉
の

カ
マ
ド
荒
神
信
仰
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
三
五
、

一
八
～
三
八

「
県
境
地
域
の
民
俗
ー
年
中
行
事
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
長
野

県
民
俗
の
会
会
報
』
八
、
一
～
一
七

「
真

宗
の
発
展
－
仏
教
地
理
的
研
究
1
」
『
人
文
地
理
』
一
〇

ー
五
・
六
、
一
四
～
二
八

「
奄

美
民
謡
の
音
楽
的
性
格
を
通
し
て
み
た
周
辺
地
域
と
の
関
連

性
」
『
人
類
科
学
』
二
八
、
九
三
～
一
＝
二

「
上
州
と
切
支
丹
」
『
歴
史
地
理
』
七
〇
－
四
、
三
三
～
四
二

「白
川
村
と
そ
の
周
辺
の
婚
姻
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
四
、
二
三

～
二
六

「庚
申
と
二
十
三
夜
」
『
日
本
民
俗
学
』
三
ー
三
、
五
一
～
六
〇
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大
津
　
武
久

大
藤
　
時
彦

大
友
　
義
助

沖
山
　
　
茂

大
間
知
篤
三

大
本
　
憲
夫

小

川
　
直
之

奥
野
　
広
隆

小
野
　
重
朗

九
七

「
常
陸
鹿
島
地
方
に
お
け
る
頭
人
の
祭
り
」
『
国
学
院
大
学
日
本
文

化
研
究
所
紀
要
』
二
八
、
三
〇
～
六
〇

「
シ

ャ

マ

ニ

ズ

ム

の

諸
問
題
」
『
群
馬
歴
史
民
俗
』
六
、
一
～
八

「
山

形
県
北
部
地
方
の
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
に
つ
い
て
」
『
日
本
民

俗
学
』
八
八
、
一
一
～
二
七

「
羽

州
葉
山
信
仰
の
考
察
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
三
、
二
八
～
五
〇

コ
房
総
の
漂
着
神
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
二
、
四
七
～
五
二

「
八
丈

島
の
女
性
－
日
本
周
辺
島
興
の
婚
姻
1
」
『
民
族
学
研

究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
一
五
ー
一
、
一
一
～
一
二

「
沖
縄
宮
古
群
島
の
祭
祀
体
系
」
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
（
成
城

大
学
民
俗
学
研
究
所
）
六
、
二
〇
九
～
二
五
二

「
稲
作
儀
礼
の
構
成
と
地
域
性
（
上
）
」
『
龍
ヶ
崎
市
史
研
究
』
二
、

二
六
～
一
二
六

「
稲
作
儀
礼
の
構
成
と
地
域
性
（
下
）
」
『
龍
ヶ
崎
市
史
研
究
』
四
、

二
〇
～
三
八

「
山
の
神
信
仰
の
問
題
点
－
熊
本
県
の
山
の
神
信
仰
を
中
心
と

し
た
ー
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
五
、
一
九
～
四
〇

「
熊
本
県
南
部
の
鍬
入
れ
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
三
九
、
五
〇
～
六

六「熊

本
県
の
綱
引
儀
礼
ー
地
域
性
の
予
備
的
考
察
ー
」
『
季
刊

人
類
学
』
一
三
ー
四
、
一
六
四
～
二
一
三

「
七
夕
の

綱
張

り
行
事
ー
熊
本
県
南
部
の
特
殊
な
分
布
1
」

『
日
本
民
俗
学
』
一
五
一
、
三
六
～
五
三

「
竜
神
の

去
来
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
二
六
、
一
〇
～
一
七

「
コ

ガ

ラ
イ
ド
ン
（
小
鳥
神
社
）
」
　
『
民
間
伝
承
』
　
三
〇
ー
三
、

一
二
七
～
一
三
二

「
牛
神
（
モ
モ
ド
ン
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
〇
ー
四
、
一
九
三
～
一

九
八

「
大
将
軍
神
社
（
デ
シ
ョ
グ
ン
サ
ー
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
一
ー
一
、

一
一
～
一
七

「
サ
ッ

ド
ン
（
庚
申
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
一
ー
二
、
八
九
～
九

四「
ガ

ラ
ン
ド
ン
（
伽
藍
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
一
－
三
、
　
一
四
五

～
一
五
〇

「
タ
ノ
カ
ン
サ
ア
（
田
の
神
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
一
ー
四
、
　
二

一
五
～
二
二
〇

「
ト
シ
ノ
カ
ン
（
年
神
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
二
ー
一
、
三
九
～
四

四「
モ

イ
ド
ン
（
森
殿
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
二
ー
二
、
　
一
〇
五
～
一

一
〇
「
ヤ
ブ

サ

ド
ン
（
矢
房
神
社
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
二
ー
三
、
　
一
六

五
～
一
七
〇

「
コ

ノ
、
ミ
ヤ
サ
ア
（
蚕
神
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
二
ー
四
、
　
二
三

一～
一
＝
二
六

「
セ

ク
ノ
カ
ミ
（
大
工
神
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
三
ー
一
、
四
一
～

四

五
「
ツ

イ
ド
ン
（
鎮
守
神
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
三
ー
二
、
九
七
～
一

〇
二
「
マ
ッ

ガ

ン

（牧
神
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
三
ー
三
、
　
一
七
七
～
一

八
二

「
地
神
・
荒
神
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
三
－
四
、
二
三
一
～
二
三

六「
ス

ジ

ン

サ
ア

（水
神
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
四
ー
一
、
三
五
～

四
〇
「
オ
ッ

ッ

ド
ン
（
月
神
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
五
ー
二
、
　
一
一
一
　
7
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

～
＝
六
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尾
身
　
栄
一

懸
田
　
弘
訓

笠
松

雅
弘

一
九
七
一

一
九
七
二

一
九
七
二

一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
八
〇

一
九
八
一

一
九
入
二

一
九
八
二

一
九
八
三

一
九
六
七

一
九
七
三

一
九
八
四

金

田
　
久
璋
　
一
九
八
〇

亀
山
　
慶
一
　
一
九
八
三

月
光
　
善
弘
　
一
九
七
四

「
ウ
ッ
ガ
ン
サ
ア
（
内
神
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
五
－
三
、
　
一
六

一
～
一
六
六

「
ヒ
ノ
カ
ソ
サ
ア
（
火
の
神
様
）
」
『
民
間
伝
承
』
　
三
六
ー
二
、
九

五
～
一
〇
〇

「
ド
ン
ド
と
鬼
火
の
接
触
－
九
州
民
俗
地
図
O
l
」
『
岡
山
民

俗
』
（
百
号
刊
行
記
念
特
集
）
、
ニ
ニ
～
三
四

「
大
工
神
の
お
と
ず
れ
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
一
、
二
六
～
四
〇

「
霜
月
収
穫
祭
小
論
－
大
根
・
芋
・
稲
の
か
か
わ
り
ー
」
『
日

本
民
俗
学
』
一
〇
七
、
一
～
一
四

『
神
々
の
原
郷
－
南
島
の
基
層
文
化
1
』
　
法
政
大
学
出
版
局

「夏
正
月
と
大
隅
の
民
俗
」
『
日
本
民
俗
学
』
＝
二
〇
、
二
八
～
三

九「
山

の

神
の

地
域
性
」
『
日
本
民
俗
学
』
＝
三
二
、
一
～
八

「産
育
儀
礼
に
み
る
試
練
と
命
名
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
四
三
、
一

～
一
三

「
奄
美
の
神
山
」
『
隼
人
文
化
』
一
一
、
二
四

「草
被
り
神
と
地
域
性
」
『
隼
人
文
化
』
二
一
、
三
一
～
四
七

「
上
越
地
方
の
庚
申
信
仰
口
」
『
頸
城
文
化
』
ご
五
、
三
九
～
四
三

「
福
島
県
に
お
け
る
民
俗
芸
能
の
分
布
と
系
譜
」
一
・
二
　
『
東
北

民
俗
』
七
・
八

「
『
神
社
整
理
』
政
策
と
福
井
県
に
お
け
る
展
開
」
『
福
井
県
史
研

究
』
創
刊
号
、
八
九
～
一
〇
六

「
同
族
神
の
試
論
的
考
察
－
若
狭
に
お
け
る
ダ
イ
ジ
ョ
コ
・
地

荒
神
・
杜
神
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
『
民
俗
学
論
叢
』
（
相
模
民
俗
学

会
）
二
、
九
～
三
四

「
漁
村
に
お
け
る
稲
荷
信
仰
」
直
江
廣
治
『
稲
荷
信
仰
』
雄
山
閣
、

一
二

七
～
二
二
三

「
東
北
地
方
に
お
け

る
彼
岸
行
事
に
つ
い
て
」
『
仏
教
と
民
俗
』
一

門
屋
　
光
昭
　
一
九
八
九

香
月
　
靖
晴
　
一
九
八
七

上
井
　
久
義
　
一
九
七
八

蒲
生
　
正
男
　
一
九
六
四

一
九
六
七

神
野
　
善
治
　
一
九
七
八

川
口

　
仁
己

川
崎
　
晃
稔

喜
田
　
貞
吉

櫛

田
　
良
洪

工
藤
　
久
夫

一
九
八
四

一
九
六
七

一
九
八
四

一
九
ゴ
ニ

一
九
五
八

一
九
八
三

久
野
　
俊
彦
　
一
九
入
五

窪
　
　
徳
忠
　
一
九
五
八

一
九

五
九

一
、

一
〇
～
一
四

『
隠
し
念
仏
』
　
東
京
堂
出
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕

「
福

岡
県
田
川
郡
の
田
植
え
祭
り
ー
そ
の
対
照
的
な
二
例
か
ら

ー
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
民
俗
芸
能
学
会
　
六
、
三
一
～
三
八

「
芋
の
祭

り
」
『
講
座
・
日
本
の
民
俗
』
六
　
有
精
堂
、
二
〇
〇
～

一
＝
二

「
産
屋
・
他
屋
の
文
化
と
そ
の
主
体
的
条
件
」
『
石
田
英
一
郎
教
授

還
暦
記
念
論
文
集
』
角
川
書
店
、
四
五
～
五
六

「
日
本
の
婚
姻
儀
礼
－
伝
統
的
社
会
の
女
性
像
に
関
す
る
一
考

察
－
」
『
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
』
五
、
二
三
～
四

〇「
人
形
送

り
」
『
講
座
・
日
本
の
民
俗
』
六
　
有
精
堂
、
九
四
～
一

一
二
「
藁
人
形
の
フ

ォ

ー
ク
ロ
ア
」
『
列
島
の
文
化
史
』
一
　
日
本
エ
デ

ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
五
六
～
一
八
五

「
伊
賀
の
『
か
ぎ
ひ
き
』
資
料
」
『
近
畿
民
俗
』
四
三
、
一
～
一
四

「南
九
州
の
エ
ビ
ス
神
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
五
一
、
五
四
～
七
一

「奥
羽
地
方
の
シ
シ
踊
と
鹿
供
養
」
『
歴
史
地
理
』
五
八
ー
四
、
五

九
～
六
四

「
千
葉
県
松
戸
地
方
に
於
け
る
庚
申
信
仰
と
仏
教
」
『
仏
教
と
民

俗
』
三
、
　
一
七
～
コ
ニ

「
新
宗
教
受
容
に
お
け
る
那
覇
と
北
部
農
村
の
比
較
」
『
沖
縄
民
俗

研
究
』
四
、
三
二
～
四
〇

「
日
光
・
赤
城
山
麓
の
神
戦
伝
承
」
『
群
馬
歴
史
民
俗
』
六
、
五
一

～
五
九

「
広
島
県
下
の
庚
申
信
仰
」
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
八
、
一
六
～

二
三

「
中
国
の
信
仰
の
影
響
と
民
俗
－
庚
申
信
仰
に
つ
い
て
ー
」



「民俗の地域差と地域性」研究に関連する文献日録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
八
　
平
凡
社
、
三
五
九
～
三
九
一

久
保
寺
逸
彦

　
一
九
五
六
　
「
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
葬
制
ー
沙
流
ア
イ
ヌ
を
中
心
と
し
て
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
二
〇
ー
一
・
二
、
一
～
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
　
　
　
　
　
一
九
五
六
　
「
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
墓
制
　
　
沙
流
ア
イ
ヌ
を
中
心
と
し
て
・
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
」
『
民
族
学
研
究
』
二
〇
ー
三
・
四
、
五
四
～
一
〇
一

倉
石
　
忠
彦
　
一
九
七
一
　
「
三
九
郎
考
－
長
野
県
北
安
曇
郡
・
南
安
曇
郡
・
東
筑
摩
郡
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
の
道
祖
神
祭
り
ー
」
『
信
濃
』
二
三
ー
八
、
　
一
～
一
八

倉
田
　
正
邦
　
一
九
六
四
　
「
民
俗
芸
能
の
地
域
差
と
そ
の
基
盤
ー
三
重
県
下
に
お
け
る
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
コ
踊
の
伝
承
に
つ
い
て
ー
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
三
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
～
四
六

桑
野
　
孚
美
　
一
九
六
〇
　
「
杖
突
峠
西
麓
地
域
の
デ
イ
リ
ゾ
メ
」
『
信
濃
』
一
二
ー
五
、
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
五
四

国
分
直
一
　
一
九
六
三
「
日
本
及
び
わ
が
南
島
に
お
け
る
葬
制
上
の
諸
問
題
」
『
民
族
学
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
二
七
－
二
、
　
一
～
＝
一

小
島
　
理
禮
　
一
九
七
五
　
「
サ
ン
バ
イ
信
仰
の
問
題
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
八
、
一
五
～
二
〇

小

島
　
美
子
　
一
九
七
八
　
「
奄
美
音
楽
の
諸
要
素
－
奄
美
の
音
楽
文
化
圏
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
人
類
科
学
』
三
〇
、
一
七
～
四
四

　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
　
「
日
本
の
風
土
と
音
楽
－
非
稲
作
農
耕
民
的
要
素
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
人
類
科
学
』
三
五
、
四
三
～
六
六

小
島
美
子
・
小
柴
は
る
み
・
半
谷
宣
子
　
一
九
六
九
　
「
利
根
川
流
域
に
お
け
る
三
匹
シ
シ
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

音
楽
的
系
譜
ー
楽
器
の
分
布
を
中
心
に
ー
」
『
人
類
科
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

一
、

一
八
九
～
二
一
一

櫻
井
徳
太
郎
　
一
九
五
二
　
「
蓮
如
忌
習
俗
の
意
味
－
文
化
接
触
の
民
俗
学
的
課
題
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

てー
」
『
民
間
伝
承
』
一
六
ー
一
一
、
二
～
九

　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
　
「
巫
俗
の
地
域
性
」
『
講
座
・
日
本
の
民
俗
宗
教
』
四
　
弘
文
堂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九
～
五
五

桜
井

　
満
・
並
木
宏
衛
編
　
一
九
八
九
　
『
飛
鳥
の
祭
り
と
伝
承
』
　
桜
楓
社

桜
井

満
・
岩
下
均
一
九
九
〇
『
吉
野
の
祭
り
と
伝
承
』
桜
楓
社

佐
々
木
哲
哉
　
一
九
八
五
　
「
筑
前
地
方
の
荒
神
と
荒
神
祭
り
」
『
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
』
九
、
一
～
二
〇

佐
々
木
勝
　
一
九
八
〇
「
杜
神
信
仰
の
構
造
－
小
祠
信
仰
と
農
耕
儀
礼
の
接
点
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

日
本
民
俗
学
』
一
二
八
、
六
二
～
六
九

佐
藤
　
紀
子
　
一
九
七
九
　
「
関
東
地
方
の
稲
荷
信
仰
と
屋
敷
神
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
〇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
八
～
六
五

佐
藤
　
米
司
　
一
九
六
六
　
「
両
墓
制
の
問
題
」
和
歌
森
太
郎
編
『
若
狭
の
民
俗
』
吉
川
弘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
、
一
六
七
～
一
八
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
　
「
伯
者
大
山
山
麓
の
両
墓
制
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
六
四
、
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
六
五

　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
「
両
墓
制
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
肥
後
先
生
古
稀
記
念
論
文
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
編

『
日
本
民
俗
社
会
史
研
究
』
弘
文
堂
、
一
一
五
～
一
六
四

佐
野
　
賢
治
　
一
九
八
九
　
「
大
黒
天
信
仰
と
地
域
性
－
米
沢
地
方
を
中
心
と
し
て
」
『
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
時
記

十
一
月
籠
り
』
第
一
法
規
、
＝
一
～
三
一
〇

下
野
　
敏
見
　
一
九
六
二
　
「
種
子
島
民
俗
芸
能
分
布
表
」
『
種
子
島
民
俗
』
一
四

　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
　
「
南
日
本
の
来
訪
神
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
五
、
八
～
一
九

　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
　
「
奄
美
大
島
の
民
俗
行
事
・
上
ー
四
月
～
七
月
1
」
『
日
本
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俗
学
』
一
〇
三
、
一
～
一
九

　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
　
「
奄
美
大
島
の
民
俗
行
事
・
下
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
四
、
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
七
一

　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
　
「
お
と
ず
れ
神
」
『
講
座
・
日
本
の
民
俗
』
六
　
有
精
堂
、
一
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
一
九
九

　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
　
「
ト
カ
ラ
列
島
の
修
験
道
文
化
－
修
験
道
の
南
下
と
そ
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
」
『
隼
人
文
化
』
（
隼
人
文
化
研
究
会
）
六
、
七
～
二
八

　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
　
「
建
築
儀
礼
の
特
色
と
問
題
点
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
五
〇
、
　
一
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
　
「
ヤ
マ
ト
・
琉
球
比
較
の
視
座
か
ら
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
五
七
・
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一
五
八
、
二
四
～
二
八

白
石
　
昭
臣
　
一
九
八
四
　
「
西
中
国
山
地
の
麦
作
儀
礼
伝
承
」
『
口
承
文
芸
研
究
』
（
日
本
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

承
文
芸
学
会
）
七
、
二
二
～
二
八

杉
浦
佐
智
子
　
一
九
八
六
　
「
産
に
お
け
る
灰
の
力
」
『
京
都
民
俗
』
四
、
一
七
～
三

杉
浦
　
芳
夫
　
一
九
七
八
　
「
地
域
体
系
と
の
関
連
で
み
た
江
戸
明
和
期
の
〃
御
蔭
参
り
”
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
間
的
拡
散
」
『
地
理
学
評
論
』
五
一
ー
八
、
六
一
＝
～
六
四
二

鈴
木
栄
太
郎
　
一
九
三
五
　
「
屋
敷
神
考
」
『
民
族
学
研
究
』
一
ー
二
、
七
二
～
八
七

鈴
木
　
通
大
　
一
九
七
七
　
「
『
最
後
の
稲
束
』
儀
礼
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
～
三
七

鈴
木
　
正
崇
　
一
九
八
六
　
「
弓
神
楽
と
上
公
祭
文
ー
備
後
の
荒
神
祭
祀
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
（
民
俗
芸
能
学
会
）
三
、
七
～
ご
九

鈴
木
　
宗
憲
　
一
九
七
〇
　
「
能
登
に
お
け
る
真
宗
の
講
ー
と
く
に
御
崇
敬
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
」
『
社
会
学
評
論
』
二
一
－
一
、
　
六
一
二
～
七
七

住

谷
一
彦
・
ク
ラ
ク
ナ
ー
・
ヨ
ー
ゼ
フ
　
一
九
七
七
　
「
民
俗
‖
文
化
の
類
型
℃
9
9
日
o
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咋

O
穿
占
二
一
9
苫
　
　
奄
美
・
ノ
ロ
祭
祀
と
本
土
・
宮
座
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
」
『
南
西
諸
島
の
神
観
念
』
未
来
社
、
二
九
四
～
三
一
一

ク
ラ
イ
ナ
ー
・
ヨ
ー
ゼ
フ
　
一
九
六
二
　
「
ノ
ロ
祭
祀
集
団
に
お
け
る
神
役
の
継
承
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
奄
美
加
計
呂
麻
島
の
場
合
－
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

族
学
協
会
）
二
七
ー
一
、
四
八
～
五
三

清
雲
俊
元
　
一
九
八
二
　
「
盆
地
1
そ
の
歴
史
と
地
域
性
ー
ー
甲
州
の
地
域
性
と
宗
教
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
地
方
史
研
究
』
一
〇
八
～
一
一
一

瀬
川

清
子
　
一
九
四
二
　
「
諸
国
の
忌
籠
ー
（
か
り
や
の
こ
と
）
1
」
『
民
間
伝
承
』
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
四
、
二
三
～
二
七

　
　
　
　
　
　
一
九
五
七
　
「
ア
イ
ヌ
の
婚
姻
覚
え
書
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

一ー
一
二
、
　
四
六
～
五
六

高

木
　
啓
夫
　
一
九
八
五
　
「
四
国
西
部
の
神
楽
に
つ
い
て
－
特
に
鎮
縄
神
楽
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
六
一
、
　
一
～
一
四

高
橋
文
太
郎
　
一
九
三
七
　
「
樹
木
信
仰
の
事
例
に
つ
い
て
1
武
蔵
野
地
方
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
三
－
一
、
一
五
三
～
一
七
〇

田
口
　
光
一
　
一
九
七
三
　
「
大
神
楽
の
分
布
と
形
態
－
信
州
上
田
盆
地
に
お
け
る
伝
承
例
　
訊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
信
濃
』
二
五
ー
八
、
四
三
～
五
四

田
地
　
春
江
　
一
九
八
〇
　
「
備
後
三
原
地
方
の
妙
見
信
仰
」
『
日
本
民
俗
学
』
＝
二
〇
、
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
七
九

田
中
　
正
明
　
一
九
七
三
　
「
東
京
都
桧
原
村
南
桧
原
の
両
墓
制
」
『
日
本
民
俗
学
』
八
六
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
～
五
五

田
中
　
宣
一
　
一
九
六
二
　
「
イ
ン
ノ
コ
ト
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
二
三
、
一
一
～
一
五

田
村
貞
雄
　
一
九
九
〇
　
「
東
日
本
の
秋
葉
信
仰
ー
全
国
各
地
の
秋
葉
信
仰
O
I
」
『
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
史
静
岡
』
一
八
、
一
～
四
〇

辻
　
政
宏
・
中
田
太
造
・
保
仙
純
剛
　
一
九
五
七
　
「
『
子
墓
』
採
集
資
料
」
『
日
本
民
俗
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ー
三
、
九
二
～
九
七

辻
村
　
純
代
　
一
九
八
三
　
「
東
中
国
地
方
に
お
け
る
箱
式
石
棺
の
同
棺
複
数
埋
葬
ー
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
性

と
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
ー
」
『
季
刊
人
類
学
』
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
二
、
五
二
～
八
三

郷

田
　
洋
文
　
一
九
五
五

　
　
　
　
　
　
一
九
五
六

　
　
　
　
　
　
一
九
五
六

　
　
　
　
　
　
一
九
五
九

一
九
六
四

徳
川
真
理
子
　
一
九
七
七

徳
永

　
幾
久
　
一
九
七
八

都
丸
十
九
一
　
一
九
五
七

「
竈
神
考
」
『
日
本
民
俗
学
』
ニ
ー
四
、
一
九
～
三
六

「
家
の
神
の
重
層
性
」
『
日
本
民
俗
学
』
三
ー
三
、
三
三
～
四
五

「
家
の
神
去
来
信
仰
」
『
日
本
民
俗
学
』
四
－
四
、
一
七
～
五
一

「
年
中
行
事
の
地
域
性
と
社
会
性
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
七
　
平

凡
社
、
一
六
七
～
二
三
八

「
二
重
墓
制
の
分
布
に
関
す
る
問
題
」
『
人
類
科
学
』
一
六
、
六
二

～
七
一

「
宮
座
の
社
会
学
的
一
考
察
ー
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
三
上
の

事
例－
」
『
佛
大
社
会
学
』
二
、
六
〇
～
七
六

「産
育
に
関
す
る
生
活
史
的
研
究
一
－
山
形
県
に
お
け
る
明
治
・

大
正
期
の
い
づ
め
に
つ
い
て
ー
」
『
農
村
文
化
論
集
』
（
農
村
文

化
研
究
所
）
一
、
一
九
～
三
四

「
群
馬
県
に
お
け

る
火
と
ぼ
し
行
事
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
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直
江

　
廣
治

中長　長
牧沢　岡

弘利　博
允明　男

中
俣
　
　
均

中
村
　
昌
治

羽西西賀谷岡
祥勝芳二也文

一
九
五
二

一
九
五
六

一
九
五
二

一
九
七
九

一
九
八
三

一
九
八
五

一
九
八
〇

一
九

八
五

一
九
八
九

一
九
六
五

一
九
八
二

萩
原

　
左
人
　
一
九
八
五

萩
原
　
竜
夫
　
一
九
五
六

服
部
　
清
道
　
一
九
七
〇

四
ー
三
、
七
一
～
八
〇

「
屋
敷
神
」
『
民
間
伝
承
』
一
六
－
九
、
四
〇
～
四
三

「
地
神
と
荒
神
」
一
・
二
　
『
日
本
民
俗
学
』
三
ー
三
・
四
、
一
～

一
三
、
二
四
～
四
三

「
能
登
の
『
よ
ぼ
し
ご
』
」
『
民
間
伝
承
』
一
六
ー
一
二
、
七
～
一

〇「
汗
川
流
域
の
山
神
祠
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
六
、
三
五
～
四
八

「
岡
山
県
美
作
地
方
の
雨
乞
習
俗
に
関
す
る
一
考
察
－
奈
義
町

の

事
例
を

中
心
に
ー
」
『
人
類
科
学
』
三
五
、
一
八
一
～
二
〇

五「
地
図

で
み

る
年
中
行
事
」
『
言
語
生
活
』
三
九
七
、
五
六
～
六
三

「
伊
豆
地
方
の
開
創
神
に
つ
い
て
」
『
民
俗
学
論
叢
』
（
相
模
民
俗

学
会
）
二
、
六
七
～
七
六

コ
ご
島
神
社
の
信
仰
と
相
模
地
域
に
お
け
る
同
社
の
分
布
」
『
民
俗

学
論
叢
』
五
、
二
三
～
三
二

「
東
京
・
『
王
子
田
楽
』
の
復
活
」
『
歴
史
評
論
』
四
七
三
、
一
四
～

二
八
「
兵
庫
県
に
お
け

る
鬼
の
踊
に
つ
い
て
」
『
岡
山
民
俗
』
（
創
立
十

五
周

年
記
念
講
演
特
集

号
）
七
～
一
三

「
東
北
各

県
の
中
小
教
院
と
仏
教
ー
教
部
省
官
員
石
丸
八
郎
の

活
動
を

通

し
て
ー
」
『
佛
教
史
学
研
究
』
二
五
ー
一
、
九
二
～

一
二
六

「
沖

縄
の
正
月
豚
－
沖
縄
本
島
北
部
与
那
嶺
に
お
け
る
豚
飼
育

と
儀
礼
1
」
『
民
俗
学
評
論
』
（
大
塚
民
俗
学
会
）
二
五
、
六
六

～
七
四

「
歳
事
儀
礼
に
お
け
る
文
化
変
容
の
問
題
」
『
人
類
科
学
』
八
、
五

八
～
六
六

「
三
浦
半
島
の
庚
申
塔
－
西
海
岸
地
帯
1
」
『
三
浦
古
文
化
』

早
川
孝
太
郎
　
一
九
五
五

樋
口
　
　
昭

平
野
　
博
之

久
下
　
隆
史

藤
井
　
　
昭

藤

田
　
　
稔

藤
森
　
裕
治

堀
内
　
　
真

堀

田
　
吉
雄

牧
野
　
真
一

益
子
　
輝
之

町

田
　
嘉
章

松
崎
憲
三

宮
家
　
　
準

九九九九九九九九九九九九九八八五八八五八八六八八　　　　　　　　　　六八〇五九九二四五五九三〇一五
八
、
四
九
～
七
五

「
収

穫
の
祭
り
1
稲
の
収
穫
を
め
ぐ
る
　
　
」
『
新
論
』
一
ー
五

（『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
八
　
一
九
八
二
　
未
来
社
、
四
〇
二
～
四

ニ
ニ
）

「
丹
後
半
島
の
民
俗
音
楽
」
『
人
類
科
学
』
三
七
、
五
一
～
七
九

「
宮

司
制
の
成
立
　
　
上
1
」
『
九
州
史
学
』
一
七
、
三
三
～
四

四「
市
原

田
楽
と
宮
座
の
報
告
－
兵
庫
県
多
紀
郡
今
田
町
市
原
・

住
吉
神
社
…
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
七
、
三
三
～
五
〇

「
安
芸
東
部
地
方
に
お
け
る
宮
座
の
『
名
』
に
つ
い
て
」
『
広
島
女

学
院
大
学
論
集
』
三
三
、
　
一
七
～
三
四

「
地
蔵
信

仰
の
一
考
察
ー
鎌
倉
及
び
茨
城
を
中
心
と
し
て
ー
」

『
日
本
民
俗
学
会
報
』
六
四
、
三
六
～
五
三

「
死

と
豊
穣
－
日
本
民
俗
の
畑
作
文
化
的
要
素
に
関
す
る
一
考

察
ー
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
六
一
、
五
〇
～
七
七

「
山
梨
県
下
の
オ
ヤ
シ
マ
イ
・
シ
ュ
ウ
ト
ト
ム
ラ
イ
」
『
信
濃
』
三

七
ー
一
、
　
一
二
六
～
五
一

「
大
天
白
神
考
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
ー
一
、
五
四
～
九
一

「
民

間
信
仰
の
地
域
差
－
関
東
の
屋
敷
神
に
つ
い
て
ー
」
『
日

本
民
俗

学
』
一
四
四
、
五
六
～
六
九

「
上
田
・
小
県
地
方
の
三
頭
獅
子
」
『
信
濃
』
四
一
ー
一
、
二
六
～

三
七

「
日
本
民
謡
の
詞
曲
形
態
か
ら
見
た
時
代
性
と
地
域
性
」
『
日
本
民

俗
学
大
系
』
一
〇
　
平
凡
社
、
一
四
三
～
一
七
五

「
山
の
神
祭
り
に
お
け
る
木
製
祭
具
の
研
究
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
七
、
四
二
五
～
四
四
五

「
修
験
道
の
峰
入
り
と
卯
月
八
日
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
一
八
、
二

二
～
四
三

379
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三
崎

一
夫

一
九
七
三

宮

田
　
　
登
　
一
九
八
三

宮
本
常
一

三
隅
　
治
雄

一
九
六
四

一
九
六
六

一
九
八
五

最
上
　
孝
敬
　
一
九
五
五

森
栗
　
茂
一
　
一
九
七
九

守
屋
　
　
毅
　
一
九
六
四

山
岸
　
　
共
　
一
九
入
七

山
口
弥
一
郎
一
九
六
八

一
九
七
九

一
九
八
〇

山
下
　
欣
一
　
一
九
八
一

山
田
　
宗
睦
　
一
九
七
八

和
田
　
正
洲
　
一
九
八
三

「
宮
城
県
に
お
け
る
市
神
の
分
布
」
『
東
北
民
俗
』
八

「
稲
荷
信
仰
の
浸
透
と
民
衆
」
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
』
三
　
雄
山
閣

出
版
、
一
三
七
～
一
五
〇

「
大
田
と
大
田
植
」
『
芸
能
史
研
究
』
五
、
一
～
二
二

「
民
俗
学
と
民
俗
芸
能
と
」
『
芸
能
史
研
究
』
＝
一
、
二
〇
～
三
二

「
民
俗
芸
能
の
有
効
な
保
存
伝
承
方
法
の
確
立
に
関
す
る
調
査
研

究

（第
一
部
）
」
『
芸
能
の
科
学
一
五
：
芸
能
論
考
珊
』
　
一
五
ー
八
、

一
～
二
五

「
両
墓

制
の
分
布
に
つ
い
て
1
神
奈
川
県
と
両
墓
制
1
」
『
民

俗
』
一
三
、
一
～
三

「
農
民
の
ま
つ
る
山
の
神
に
つ
い
て
ー
近
江
盆
地
を
中
心
と
し

てー
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
一
六
、
二
八
～
三
四

「
農
村
歌
舞
伎
研
究
の
問
題
点
」
『
芸
能
史
研
究
』
六
、
四
〇
～
四

九「
近
畿
と
白
山
信
仰
」
『
歴
史
手
帳
』
一
五
ー
一
、
四
～
九

「
お

し
ん
め
い
さ
ま
信
仰
の
南
限
」
『
民
間
伝
承
』
二
八
〇
　
三
ニ

ー
一
、
五
〇
～
五
二

「
お

し
ば
さ
ま
と
姥
神
・
修
験
道
と
如
意
輪
観
音
の
民
間
信
仰
の

問
題
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
二
六
、
一
八
～
二
七

「
民
俗
伝
承
の

経
路

と
多
様
性
」
『
山
口
彌
一
郎
選
集
』
＝
一
世

界
文
庫
、
一
九
三
～
一
二
三

「
奄

美
の
ユ
タ
の
成
巫
の
問
題
－
二
・
三
の
事
例
を
通
じ
て

ー
」
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
）
五
、

一
〇
一
～
一
四
九

「
年
中
行
事
に
み
る
日
本
文
化
の
構
造
」
『
日
本
人
の
原
点
－
文

化
・
社
会
・
地
域
差
1
』
二
至
文
堂
、
一
＝
～
四

「
徳
之
島
の
水
神
祭
祀
」
『
民
俗
学
論
叢
』
（
相
模
民
俗
学
会
）
四
、

四
四
～
五
七

和

田
　
唯
男
　
一
九
七
五

「
西
美
濃
の
民
俗
芸
能
に
見
る
近
江
文
化
の
影
響
」
『
日
本
民
俗

学
』
九
八
・
三
ハ
～
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
珊

八

言
語
・
文
芸

赤
祖
父
哲
二

浅
川
　
清
栄

飯
田
　
毅
一

九九九
六五六
八三九

石
沢
　
　
進
　
一
九
八
六

石
山
　
宣
昭

一
志

茂
樹

井
之

ロ
章
次

非
上
　
　
章

一
九
七
六

一
九
五
二

一
九
五
九

一
九

八
九

井
上
博
文
・
上
野
智
子
・
室
山
敏
昭

井
上
　
史
雄
　
一
九
九
〇

岩
井
　
隆
盛
　
一
九
六
〇

岩
崎
　
敏
夫
　
一
九
八
七

植
木
　
行
宣
　
一
九
七
六

一
九
八
七

『
言
葉

と
風
土
』
開
文
社
出
版

「
信
州
に
お
け
る
方
言
の
分
布
」
『
信
濃
』
五
－
二
、
一
八
～
二
五

「
利
根
川
流

域
の
言
語
分
布
－
文
法
に
つ
い
て
ー
」
『
人
類
科

学
』
二
〇
、
一
四
五
～
一
五
六

「
ユ
キ

ツ

パ

キ

の

分
布
限
界
地
に
お
け
る
椿
の
地
名
と
言
い
伝
え
」

『
高
志
路
』
新
潟
県
民
俗
学
会
　
ご
八
一
、
二
五
～
二
八

「
米
福
粟
福
小
考
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
七
　
三
五
～
四
九

「
地
名
と
国
史
の
考
察
」
『
信
濃
』
四
－
一
、
七
三
～
八
六

「
お
化
け
の
地
方
色
」
『
言
語
生
活
』
九
四
、
一
六
～
二
三

「
稲
作
用
地
名
と
神
話
・
伝
承
」
『
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要

人
文
科
学
・
社
会
科
学
』
四
〇
、
　
一
～
一
四

　
　
　
　
一
九
八
九
　
「
瀬
戸
内
海
域
方
言
に
お
け
る
性
向
語
彙

の

地
域
性

と
変
容
に
関
す
る
調
査
研
究
（
そ
の
一
）
1
愛
媛
県

宇
和
島
市
方
言
を
中
心
に
し
て
ー
」
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』

一
七
、
三
七
～
九
三

「
新
方
言
の
分
布
パ
タ
ー
ン
」
『
人
類
科
学
』
四
二
、
一
七
～
一
八

「
言
語
学
と
民
俗
学
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
一
　
平
凡
社
、
二
六

一
～
二
七
四

「福
島
県
に
お
け
る
昔
話
の
分
布
と
分
類
」
『
東
北
文
化
研
究
所
紀

要
』
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
　
一
九
、
一
～
三
四

「
民
俗
芸
能
分
布
試
論－
丹
後
に
お
け
る
風
流
踊
を
め
ぐ
っ
て
」

『
芸
能
史
研
究
』
五
三
、
一
～
一
五

「
民
俗
芸
能
分
布
試
論
」
『
芸
能
史
研
究
』
六
一
、
一
二
～
二
二
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牛
島
　
盛
光

上
野
　
　
勇

牛
山
　
初
男

　
　
　
　
　
　
一
九
五
五

江
端

義
夫
　
一
九
八
五

太
田

　
陸
郎
　
一
九
三
七

大
橋
　
勝
男
　
一
九
七
六

　
　
　
　
　
　
一
九
七
六

　
　
　
　
　
　
一
九
七
六

岡
村
　
　
英
　
一
九
八
一

小
川
　
　
徹
　
一
九
六
一

　
　
　
　
　
　
一
九
六
二

奥
里
　
将
建
　
一
九
六
一

奥
村
　
三
雄
　
一
九
七
三

　
　
　
　
　
　
一
九
七
八

加
藤
正
信
・
井
上
史
雄

一
九
六
二
　
「
須
恵
村
の
か
た
り
ー
そ
の
社
会
的
機
能
と
変
容
過
程
ー
」

　
　
　
　

『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学
協
会
）
一
六
ー
三
、
一
四
－
二
二

　
　
　
　

『
方
言
地
理
学
』
上
　
廣
川
書
店

一
九
五
三
　
「
中
部
日
本
に
お
け
る
近
畿
方
言
の
分
布
一
・
ニ
ー
主
と
し
て

　
　
　
　

語
法
的

な
面
か
ら
ー
」
『
信
濃
』
一
〇
ー
一
〇
・
一
二
、
三
五

　
　
　
　

～
四
二
、
四
三
～
四
九

　
　
　
　

「
二
、
三
の
語
の
分
布
か
ら
み
た
関
東
・
東
海
東
山
方
言
の
境
界

　
　
　
　

線
に
っ
い
て
」
『
信
濃
』
七
ー
一
、
　
一
二
～
一
八

　
　
　
　

「
方
言

と
沿
岸
環
境
－
沿
岸
部
方
言
の
伝
播
モ
デ
ル
に
つ
い
て

　
　
　
　ー
」
『
人
類
科
学
』
三
七
、
二
一
～
五
〇

　
　
　
　

「
農
業
関
係
僅
諺
の
地
域
性
」
『
近
畿
民
俗
』
一
－
二
、
　
一
五
～
二

　
　
　
　

一

　
　
　
　

『
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図
一
　
音
声
篇
』
　
桜
楓
社

　
　
　
　

『
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図
二
　
表
現
法
篇
』
　
桜
楓
社

　
　
　
　
『
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図
三
　
語
彙
篇
』
　
桜
楓
社

　
　
　
　

「
大
子
地
方
の
方
言
に
つ
い
て
」
『
大
子
町
史
研
究
』
九
、
六
一
～

　
　
　
　

七
二

　
　
　
　
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
親
族
称
呼
と
そ
の
分
布
構
造
－
社
会
地

　
　
　
　

理
学
的
研
究ー
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
ー
二

　
　
　
　

「
沖
縄
諸
島
に
お
け
る
親
族
称
呼
の
地
域
差
に
つ
い
て
」
『
民
族
学

　
　
　
　

研
究
』
二
六
ー
三
、
六
三
～
六
四

　
　
　
　

「
日
本
地
名
の
東
展
と
南
展
－
南
展
の
担
い
手
は
平
家
1
」

　
　
　
　
『
地
名
学
研
究
』
一
九
二
一
〇
、
二
三
～
三
五

　
　
　
　
「
対
馬
方
言
の
性
格
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
八
、
八
三

　
　
　
　

～
＝
二

　
　
　
　
「
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀

　
　
　
　

要
』
二
三
、
五
五
～
七
九

　
　
　

一
九
六
九
　
「
利
根
川
流
域
の
音
韻
」
『
人
類
科
学
』
二
一
、
一
四
五

金
井
　
由
允

川
副
　
　
博

鏡

味
完
二

金

田
一
春
彦

川
名
　
　
興

木
下
　
　
良

一
九
八
二

一
九
四
三

一
九
三
二

一
九
四

二

一
九
四

二

一
九
四

二

一
九
五
九

一
九
六
三

一
九
八
六

一
九
八
七

熊
田
　
重
邦
　
一
九
六
二

桑
原
康
宏
　
一
九
八
七

倉
石
　
忠
彦
　
一
九
八
五

倉
田
　
正
邦
　
一
九
六
七

～
一
七
四

「
四

つ
仮
名
発
音
の
地
域
的
変
異
の
発
生
過
程
」
『
群
馬
大
学
教
養

部
紀
要
』
一
六
、
　
一
九
～
三
八

「
武
家
時
代
に
於
け
る
方
位
混
入
郡
名
に
就
い
て
の
補
正
」
『
歴
史

地
理
』
二
八
ー
四
、
三
九
、
四
〇

「
海
岸
の
地
名
、
船
越
、
福
良
等
の
分
布
」
『
地
理
学
評
論
』
一
八

ー
五
、
四
一
～
六
六

「
海
岸
の
地
名
、
網
代
、
白
浜
、
塩
屋
等
の
分
布
」
『
地
理
学
評

論
』
一
八
ー
三
、
四
三
～
六
五

「
海
岸
の
地
名
、
礁
、
瀬
戸
等
の
分
布
」
一
・
二
　
『
地
理
学
評
論
』

一
八
－
七
・
八
、
四
〇
～
六
〇
、
三
四
～
四
九

「
琉
球
列
島
に
於
け
る
地
名
の
分
布
」
一
・
二
　
『
地
理
学
評
論
』

一
八
－
一
一
・
一
二
、
五
二
～
六
八
、
二
八
～
四
四

「
日
本
の
地
名
分
布
に
お
け
る
二
三
の
傾
向
　
　
重
心
・
空
洞
・

対
立1
」
『
地
名
学
研
究
』
一
〇
・
一
一
、
七
～
一
九

「
音

韻
・
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
日
本
語
の
方
言
区
画
」
『
人
類
科

学
』
一
五
、
一
三
七
～
一
四
九

「
植
物
の
方
言
名
に
み
る
命
名
の
民
俗
学
的
考
察
」
『
日
本
民
俗

学
』
日
本
民
俗
学
会
　
一
六
八
、
五
九
～
六
八

「
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
地
域
復
原
の
資
料
と
し
て
の
地
名
－

国
府
の
場
合
1
」
『
国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』

国
学
院
大
学
大
学
院
　
一
八
、
五
六
～
七
九

「
民
話

と
地
方
文
化
」
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
四
五
、
二
～
一
〇

「『
ナ

ダ
』
地
名
考
－
熊
野
灘
の
範
囲
を
中
心
に
ー
」
『
く
ち
く

ま
の
』
紀
南
文
化
財
研
究
会
　
六
八
、
一
～
一
二

「
年
中
行
事
の
中
の
方
言
　
　
半
夏
生
を
例
と
し
て
」
『
言
語
生

活
』
三
九
七
、
四
六
～
五
二

「
垣
内
の
民
俗
的
類
型
と
そ
の
地
名
」
『
近
畿
民
俗
』
四
三
、
二
六

381
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小
林

泰
秀

斉
藤
　
尚
文
　
一
九
九
〇

笹
谷

　
良
造

佐
藤
　
暢
男

佐
藤
甚
次
郎

佐
藤
　
虎
男

柴
田

柴
田

　
武
　
一
九
六
三

　
　
　
一
九
六
五

　
　
　
一
九
七
〇

武
・
三
石
泰
子

下
野

敏
見

関
　
　
敬
吾

　
　
　
　

～
三
五

一
九
六
八
　
「
鷺
の
方
言
と
民
俗
」
『
近
畿
民
俗
』
四
五
、
二
四
～
二
九

一
九
七
三
　
「
地
名
ム
タ
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
八
五
、
七
〇
～
七
一

一
九
八
三
　
「
津
軽
方
言
の
音
韻
規
制
」
『
広
島
女
学
院
大
学
論
集
』
三
三
、
一

　
　
　
　
　
二
二
～
一
三
四

　
　
　
　

「
新
潟
市
近
郊
村
落
に
お
け
る
序
列
型
親
族
語
の
用
法
と
そ
の
変

　
　
　
　

化
」
『
人
類
科
学
』
四
二
、
五
～
八

一
九
五
七
　
「
葛
神
と
藤
神
」
『
日
本
民
俗
学
』
五
－
一
、
二
五
～
三
六

一
九
七
七
　
「
牛
の
方
言
の
型
と
比
較
」
『
近
畿
民
俗
』
七
四
、
四
～
一
四

一
九

八
一
　
「
炊
事
用
空
間
の
カ
マ
ヤ
と
ミ
ズ
ヤ
の
呼
称
の
分
布
－
日
本
の

　
　
　
　

住
家
系
統

と
そ
の
分
布
・
地
域
的
変
容
に
関
す
る
一
つ
の
ア
プ
ロ

　
　
　
　

ー
チ
ー
ー
」
『
歴
史
地
理
学
』
一
＝
一
、
一
～
一
八

一
九
九
〇
　
「
瀬
戸
内
海
東
部
域
の
言
語
流
動
に
関
す
る
一
考
察
－
性
向
語

　
　
　
　

彙
に
注
目
し
て
ー
」
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
一
八
・
一
九
合
併

　
　
　
　

号
、
一
六
五
～
一
七
五

　
　
　
　

「
単
語
の
全
国
分
布
」
『
人
類
科
学
』
一
五
、
一
四
九
～
一
七
六

　
　
　
　

「
下
北
方
言
の
分
布
」
『
人
類
科
学
』
一
七
、
七
二
～
八
七

　
　
　
　

「鳥
追
い
歌
の
変
遷
」
『
日
本
民
俗
学
』
六
九
、
　
一
～
二
二

　
　
　
　
一
九
七
四
　
「
同
一
文
化
を
反
映
す
る
神
社
分
布
と
語
彙
分
布
」
『
日

　
　
　
　

本
民
俗
学
』
九
二
、
二
九
～
四
二

一
九
八
〇
　
「
南
西
諸
島
の
昔
話
の
特
性
－
日
琉
民
俗
比
較
の
視
点
よ
り

　
　
　
　
ー
」
『
隼
人
文
化
』
七
、
三
六
～
四
三

一
九

入
一
　
「
南
西
諸
島
昔
話
の
特
色
ー
日
琉
民
俗
比
較
の
視
点
よ
り
ー
」

　
　
　
　

『
南
西
諸
島
の
民
俗
皿
』
　
法
政
大
学
出
版
局
、
四
七
六
～
四
八
七

一
九
四
〇
　
「
蛇
智
入
語
の
分
布
」
『
民
族
学
研
究
』
六
ー
四
、
一
～
三
四

　
　
　
　
　
（
『
関
敬
吾
著
作
集
』
四
、
一
九
八
〇
　
同
朋
舎
出
版
、
二
八
～
五

　
　
　
　
　
八
）

一
九
五
九

　
「
昔
話
の
分
布
1
と
く
に
昔
話
・
笑
話
・
動
物
譜
1
」
『
日
本

関
ロ
　
　
武
　
一
九
四
〇

一
九
四

二

一
九
四

二

谷
　
　
良
治
　
一
九
九
〇

千
葉
　
徳
爾
　
一
九
七
五

　
　
　
　
　
　
一
九
八
五

角
田
　
一
郎
　
一
九
六
九

徳
川
　
宗
賢
　
一
九
六
四

一
九
六
九

　
　
　
　
　
　
一
九
七
九

　
　
　
　
　
　
一
九
八
三

徳
川

　
義
親
　
一
九
三
四

徳
富
　
重
成
　
一
九
八
五

中
野
　
　
弘
　
一
九
四
〇

民

俗
学
大
系
』
＝
一
平
凡
社
、
二
五
三
～
二
八
一

（『
関
敬
吾
著
作
集
』
三
、
一
九
八
一
　
同
朋
舎
出
版
、
一
〇
九
～

一
四
二
）

「
風
の
地
方
名
の
二
、
三
に
就
い
て
」
一
・
二
　
『
地
理
学
評
論
』

…
六
－
六
・
七
、
＝
一
～
三
三
、
一
七
～
四
〇

「
風
の
地
方
名
の
研
究
⇔
山
か
ら
吹
出
す
風
の
名
称
特
に
ダ
シ

に

就
い
て
」
『
地
理
学
評
論
』
一
八
－
三
、
二
四
～
四
二

「
風
の
地
方
名
の
研
究
四
暴
風
の
名
称
　
主
と
し
て
台
風
来
襲
時

に
於
け

る
名
称
に
つ
い
て
」
『
地
理
学
評
論
』
一
八
ー
六
、
　
一
六

～
四
七

「
海
岸
地
名
分
類
試
論
」
『
加
能
民
俗
』
一
二
七
、
一
～
三
一

「
地
名
と
地
域
史
」
『
地
方
史
研
究
』
＝
二
七
、
一
〇
～
二
五

「

ヒ
ロ
シ
↓
、
に
行
く
話
ー
ム
ラ
び
と
の
広
域
志
向
性
ー
」
『
日

本
民
俗
学
』
一
五
七
・
一
五
八
、
一
～
一
一

「
方
言
の
分
布
と
地
域
性
－
農
村
語
と
し
て
の
稲
村
の
称
呼

1
」
『
地
理
学
』
九
ー
一
〇

「
農
山
漁
村
の
近
世
劇
舞
台
実
地
調
査
概
況
」
『
芸
能
史
研
究
』
二

五
、
　
五
六
～
六
〇

「

〃
こ
と
ば
”
か
ら
見
た
日
本
の
地
域
区
分
」
『
人
類
科
学
』
一
六
、

一
二
二
～
＝
一
四

「
利
根
川
流
域
に
お
け
る
単
語
の
分
布
」
『
人
類
科
学
』
二
一
、
二

一
二
～
二
二
二

『
日
本
の
方
言
地
図
』
中
央
公
論
社

「
言
語
使
用
の
地
域
差
」
『
人
類
科
学
』
三
五
、
二
九
～
四
一

「
木
曽
考
」
『
歴
史
地
理
』
六
四
ー
四
、
一
～
三
二

「
徳
之
島
の
地
名
と
文
化
」
二
　
『
鹿
児
島
民
俗
』
八
二
、
二
三
～

三
五

「
我
国
の
山
の
名
の
分
布
一
・
二
」
『
地
理
学
評
論
』
一
六
ー
一
〇
・
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中
本
正
智
・
篠
崎
晃
一

中
村
　
茂
子

長

岡
　
博
男
　
一
九
四
三

野
元
菊
雄
・
野
林
正
路
監
修

橋
本
　
進
吉
　
一
九
二
八

福
沢

武
一
　
一
九
五
四

福
田
　
　
晃
　
一
九
七
八

堀
　
　
立
煕
　
一
九
八
二

町
　
　
博
光
　
一
九
八
四

三
上
　
義
夫
　
一
九
三
九

美
濃
　
晃
順
　
一
九
五
四

宮
本
　
達
郎
　
一
九
七
一

宮
良
　
当
壮
　
一
九
三
五

　
　
　
　
　
　
一
九
五
四

昔
話
研
究
懇
話
会
編
　
一
九
八
四

　
　
　
　
　
一
一
、
二
五
～
五
五
、
二
〇
～
三
〇

　
　
　
　
一
九
八
九
　
「
与
論
島
方
言
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
」
『
人
文
学

　
　
　
　

報
』
二
〇
七
、
一
～
二
九

一
九
八
七
　
「
獅
子
踊
歌
の
歌
詞
構
成
様
式
－
秋
田
県
・
埼
玉
県
を
中
心
に

　
　
　
　ー
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
民
俗
芸
能
学
会
　
六
、
一
九
～
三
〇

　
　
　
　

「『
し
ょ
う
ぶ
わ
け
』
の
事
」
『
民
間
伝
承
』
八
－
一
〇
、
三
八
～

　
　
　
　

四

二

　
　
　
　
　

一
九
七
七
　
『
こ
と
ぽ
と
文
化
〈
日
本
語
と
文
化
・
社
会
三
〉
』

　
　
　
　

三
省
堂

　
　
　
　

「
歴
史
上
か
ら
観
た
日
本
方
言
区
画
」
『
民
族
』
三
ー
四
、
一
一
～

　
　
　
　

二
〇

　
　
　
　

「
長
野
県
上
伊
那
郡
に
お
け
る
東
西
両
方
言
の
境
界
」
『
信
濃
』
六

　
　
　
　

ー
一
、
一
～
二

　
　
　

　
「
昔
話
の
地
域
性
－
東
西
の
二
類
型
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
講

　
　
　
　

座
・
日
本
の
民
俗
』
九
　
有
精
堂
、
六
二
～
九
〇

　
　
　
　
「
越
前
万
歳
（
野
大
坪
万
歳
の
特
異
性
）
」
『
歴
史
手
帖
』
一
〇
ー
四
、

　
　
　
　

三
七
～
四
三

　
　
　
　
「
西
表
島
舟
浮
集
落
の
方
言
敬
語
法
」
『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀

　
　
　
　

要
』
一
九
、
四
九
～
五
七

　
　
　
　
「
垣
戸
・
貝
戸
・
谷
土
・
谷
津
の
地
名
に
つ
い
て
」
『
歴
史
地
理
』

　
　
　
　

七
三
ー
四
、
三
七
～
四
三

　
　
　
　
「
地
名
か
ら
み
た
文
化
の
浸
透
路
」
『
加
能
民
俗
』
二
ー
九
、
二
～

　
　
　
　

五

　
　
　
　
「
長
野
県
上
田
小
県
地
方
に
分
布
す
る
伝
説
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

　
　
　
　
『
信
濃
』
二
三
－
八
、
六
四
～
八
二

　
　
　
　
「
東
北
方
言
概
相
」
『
民
族
学
研
究
』
一
ー
一
、
一
五
九
～
一
七
七

　
　
　
　
『
風
土
と
言
葉
』
岩
崎
書
店

　
　
　
　
　
　
　
『
昔
話
の
地
域
性
』
　
三
弥
井
書
店

藪
原
繁
里
　
一
九
八
五

山
口
麻
太
郎
　
一
九
三
八

山
口
　
貞
夫
　
一
九
四
〇

　
　
　
　
　
　
一
九
四
一

山
口
　
幸
洋
　
一
九
八
一

横
山
　
　
正
　
一
九
七
〇

九
　
そ
の
他

安
藤
　
　
保
　
一
九
六
五

一
九
六
六

石
井
　
英
也
　
一
九
八
六

大
塚

英
二
　
一
九
八
九

木
村
　
　
礎
　
一
九
七
七

窪
　
　
徳
忠
　
一
九
七
六

栗

島
義
明
　
一
九
八
六

「
方
言
意
識
と
方
言
分
布
」
『
信
濃
』
三
七
ー
一
、
六
三
～
七
四

「
壼
岐
図
地
名
考
」
『
歴
史
地
理
』
七
二
ー
四
、
六
一
～
六
七

「
沿
海
地
名
雑
記
」
一
～
四
　
『
民
間
伝
承
』
五
ー
一
一
・
＝
一
、

六
ー
一
・
二
、
　
二
、
　
二
、
　
一
二
、
　
二

「
沿
海
地
名
雑
記
」
五
～
六
『
民
間
伝
承
』
六
ー
四
・
五
、
二
・
二

「
か
た

つ
む

り
方
言
の
変
化
が
も
つ
地
理
的
意
味
に
つ
い
て
」
『
国

語
学
」
一
二
六
、
二
二
～
二
九

「
関
西
系
面
芝
居
圏
の
形
成
」
『
芸
能
史
研
究
』
二
八
、
四
五
～
五

一「
近
世

薩
藩
の
浮
免
に
つ
い
て
O
l
給
知
系
浮
免
の
種
類
と
性

格
1
」
『
九
州
史
学
』
三
二
、
一
四
～
二
八

「
近
世
薩

藩
の
浮
免
に
つ
い
て
⇔
1
蔵
入
地
系
浮
免
の
種
類
と

性
格1
」
『
九
州
史
学
』
三
五
、
四
〇
～
五
二

「
日
本
に
お
け
る
民
宿
地
域
の
形
成
と
そ
の
地
理
学
的
意
味
ー

地
域
生
態
論
の
一
つ
の
試
み
ー
」
『
筑
波
大
学
人
文
地
理
学
研

究
』
筑
波
大
学
地
球
科
学
系
　
X
、
四
三
～
六
〇

「
水
利
秩
序
の
変
容
と
地
域
村
落
間
格
差
ー
近
世
後
期
の
遠
州

地
方
の
用
水
相
論
を
通
し
て
ー
」
『
地
方
史
静
岡
』
一
七
、
一

二
～
四
六

「
日
本
歴
史
に
お
け
る
『
地
方
』
と
『
中
央
』
1
地
域
論
に
よ

せ
てー
」
『
駿
台
史
学
』
四
二
、
一
～
一
七

「
沖
縄
に
お
け
る
中
国
的
習
俗
」
『
民
族
学
研
究
』
（
日
本
民
族
学

会
）
四
一
ー
三
、
一
八
五
～
二
一
一

「
槍
先
形
尖
頭
器
石
器

群
の
研
究
序
説
－
中
部
日
本
に
お
け
る
　
8
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

地
域
的
様
相
の
把
握
1
」
『
考
古
学
研
究
』
考
古
学
研
究
会
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三
二
ー
四
、
一
〇
～
四
一

桑
原
公
徳
・
礒
永
和
貴
・
磯
西
重
行
・
政
岡
伸
洋
・
田
村
裕
司
　
一
九
八
九
　
「
鳥
取
県
能
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
の

地
形
図
と
そ
の
活
用
」
『
仏
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
六
～
七
二

佐
々
木
　
博
　
一
九
九
〇
　
「
房
州
白
浜
町
の
地
域
変
容
」
『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
八
、
一
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

下
野
　
敏
見
　
一
九
八
一
　
「
二
つ
の
文
化
－
奄
美
と
鹿
児
島
」
『
南
西
諸
島
の
民
俗
』
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
政
大
学
出
版
局
、
五
二
〇
～
五
二
二

関
口
　
功
一
　
一
九
八
六
　
「
長
田
郡
と
足
柄
郡
－
地
域
編
成
区
分
と
し
て
の
『
上
・
下
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
『
史
苑
』
立
教
大
学
史
学
会
　
四
五
ー
一
、
二
六
～
四
一

千
葉
　
徳
爾
　
一
九
六
四
　
「
志
摩
半
島
に
お
け
る
民
俗
の
地
域
差
と
そ
の
意
味
－
予
察
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
」
『
人
文
地
理
』
一
六
ー
五
、
　
一
～
一
四

西
山

　
禎
一
　
一
九
六
六
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